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喜界島方言のᩰの૕♽ 
下地⾐代ሶ 
 
１ ߪߓ߼ߦ 
 
喜界島方言のᩰ形ᑼはޔ⃻代日本語共ㅢ語と同ߓくޔฬ⹖
語幹にᩰഥㄉがᓟធする⤔
⌕の手⛯きをとって⃻れる。本Ⓜではޔ 年  月  日から  日の合同調査でᓧられた
「ᢥ法」担ᒰの各⃰の調査⚿果をもとにޔ喜界島各地のᩰ૕♽の概要を␜していく。ᢥ法
⃰が調査を行った地域はޔ小㊁ᵤ・ᔒᚭ᪖・上ཅ㋕・中㉿・⨹ᧁの㧡つである。以下ޔそ
れぞれの地域のᩰ形ᑼとその基本的な↪法を␜しޔ全૕のᲧセを⹜ߺる。なおޔ各↪଀の
数ሼは本報告書「データ集」の「ᢥ法データ」にኻᔕしている。また方言の表記およ߮ᮡ
Ḱ語⸶もޔᢿりのない㒢り「データ集」に同ߓである。 
 
２ ༑⇇ፉฦ࿾方⸒のᩰᒻᑼ 
 
２㧚１ ዊ㊁ᵤ 
  
 小㊁ᵤ方言には以下の  のᩰ形ᑼと２つの๟ㄝ的な形ᑼがߺとめられる。 
 
２．１．１ غa ᩰ 
述語のさししめすേ૞ޔᄌ化ޔ状態のਥ૕をあらわす。ਥ▵だけでなくᓥዻ▵にも⃻
れることができる（ޔ）。 
 PaɪɪiޞuVuِ Wuiŋa ^VuޞaWiِ`MoEa WuGui「⌀っ⊕なとりがⓨを㘧ࠎでいる。」 
 Nin՝u৸Ma N՝u৸MuNNa haॼiŋa ߾uVaWaMa৸「きのうは੹日より㘑がᒝかった。」 
 ɸu]u পiWuNuŋa ߽u৸СaNNo৸nu ɪiِVe৸n՝i naWaِ^߽iGo৸`「෰年いとこが中学のవ↢にな
った。」 
 পaِ MaPan՝i ੓e৸ পinoɪiɪiŋa পuِWi৸Go৸「あのጊにはいのししがいるそうだ。」 
 পiɪaVaPaŋa NফuޞiWanu VuiMoEa nuPԌEa no৸MuGGo 「ක者がくれたくすりをのめ߫な
おるだࠈう。」 
 n՝iPo߾uŋa পuEuVVaWaِnaWi Wফaiॼi PuW߽aِGo৸「⩄‛が㊀かったのでޔੑੱでもっ
た。」 
 
またޔ⇼໧⹖⇼໧ᢥやそれに╵えるᢥにおけるὶ点ᮡ␜の↪法̆いわࠁる総記 ̆もߺ
とめられる。 
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 ˌuޞiŋa Ga৸nu haVaMo「どれがおまえの═だ。」 
 ɸunu haVaŋa Za৸ Puِˍa「その஺がおれのだ。」 
 Gaŋa ^hɸ`aWe৸Nai পiNi「おまえが⇌߳行け。」 
 পiِ haWe৸Nae৸ Zaŋa পiN՝ui「うࠎޔ⇌߳はおれが行く。」 
 
ᗵᖱや⢻ജのኻ⽎をあらわす。 
 PaСo৸Ma Nࣶaɪiŋa VuNi「ቊはお⩻ሶがᅢきだ。」 
 Zano৸ Wo৸nu VaɪiPiŋa NaِEuVaMa৸「おれはⱆのさしߺが㘩ߴたい。」 
 পiWuNo৸ MeiСonu hoِŋa MuPi GiN՝uِGo৸「いとこは⧷語の本が⺒める。」 
 
２．１．２ nu ᩰ 
あとに⛯くฬ⹖ฏをୃ㘼するㅪ૕ୃ㘼語となりޔそのዻ性や㑐ଥするものをあらわす。
なおޔnu ᩰをとるฬ⹖ฏはޔ一ㇱのੱ⒓代ฬ⹖を㒰き（ ෳᾖ）ޔ೙㒢されていない。 
 পiWuNuQX পuGuغa MaِpiMa৸n՝i ɸu߽i পai「いとこのᏓ࿅がやߨの上にほしてある。」 
 GaMa ɸuِ পiMuQX na৸MoEa ɪiW߽uِMa「おまえはこの㝼のฬまえを⍮っているか。」 
 Pi߽iˍi СaNNo৸QX ɪiِVe৸n՝i পo৸WaِGo৸「㆏で学ᩞのవ↢に会った。」 
 Mu৸Ze৸QX ^GuNe৸GuNin՝e৸` পaِPa৸Сaޞi পuGuWaِ Go৸「お␸いのときには߫あさࠎま
でおどった。」 
 
また nu ᩰは「13nu 13」で↪いられるのが基本でありޔ⃻代日本共ㅢ語にߺられる
形ᑼฬ⹖的な「の」（e[「それは⑳のだ。」）に⋧ᒰする↪法̆「13nua」̆は⸵ኈされ
にくいようである。以下の↪଀では（ ）に଀ᢥのㅙ語⸶を記す。 
 ɸunu NaPa৸ Waޞo৸QX Puِna「この㎨はᄥ㇢のか。」その㎨はᄥ㇢のものか。 
 huޞe৸ পuWWu৸QX PuِNaPu ɪiޞiޞa৸「それはおとうとのかもしれない。」（それはおと
うとのものかもしれない。） 
 hunu ɪiِEuno N՝u৸QX Puِ ˍa Nin՝u৸QX Puno৸ huޞi^ˍaGo৸`「そのᣂ⡞はきࠂうの
だ。ᤓ日のはこれだ。」（そのᣂ⡞は੹日のものだ。ᤓ日のものはそれだ。） 
 
ਥ▵ਥ語となる。⃻࿷の小㊁ᵤ方言の غa ᩰと nu ᩰはᓎഀ分化（ਥᩰとዻᩰ）のㆊ
⒟にあるようでありޔ⹤者によってはਔ形ᑼの㑆にࠁれがߺとめられるޔ など。 
 ^Pi߽iŋa ɥiޞuVaiMa৸ Pi߽iQX পuEiVaMa৸`「㆏がᐢいなあ。」 
 Pi߽iQX ɥu৸Va৸nu৸NNa 「㆏がᐢいなあ。」 
 পoNina৸n՝e৸ PiWWaVanu NࣶaɪiQX পai「沖縄にはめずらしい⩻ሶがある。」 
 পa পaPԌ^ŋaQX` ɸuWiW߽a「あޔ㔎が߰ってきた。」 
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ᓥዻ▵ਥ語にもnu は⃻れているがޔここでもغa とのࠁれが⷗られるFI。 
 পanu PԌ৸QX পuEiVanu পiޞuQX ɪiޞuVanu Miِغa৸ WaޞuNaMa৸「あの目のおおきいޔ⦡の⊕
い↵はだれだࠈう。」 
 পaPԌQX ɸuMuِWe৸ পaِPaMa Ma৸ॼi WeޞeEiEaNNai Pi߽uِGo৸「㔎の߰る日には߫あさࠎ
はኅでテ࡟ࡆ߫かり⷗ている。」 
FI  পaPԌŋa huMuِ pe৸ পaِPaMa Ma৸ॼi WeޞeEiEe৸ Pi߽ui「㔎の߰る日には߫あさࠎはኅ
でテ࡟ࡆ߫かり⷗ている。」 
 
２．１．㧟  ᩰ 
述語のさししめすേ૞の⋥ធ的なኻ⽎をあらわす。なお同様の↪法は  の Mo৸Ea
ᩰにもߺとめられޔ小㊁ᵤ方言ではその形ᑼで⃻れている場合が多くޔࠁれも⷗られる。 
 Zano৸ Nin՝u৸Ma ɪiِEuِ MoPaِWi「おれはきのうはᣂ⡞をよまなかった。」 
 পaॼiMa পaVaNaޞa পuPiNai পiMu Wuِn՝a পiॼi「ߓいさࠎはᦺからᶏ߳㝼をとりにいっ
た。」 
 nu৸ ho৸ޞo৸Na「なにを⾈おうか。」 
 GaMa ^ɸuِɸunu` পiunu naPai ɪiW߽uِ n՝a「おまえはこの㝼のฬまえを⍮っている
か。」 
 পaˍiMa পaVaNaޞa পuPiNফai ^পiuপiuMo৸Ea` Wuِn՝a ^পiˍiপiˍaِ Go৸`「ߓいさࠎはᦺ
からᶏ߳㝼をとりにいった。」 
 
േ૞のかかわる場所をあらわす（場所ฬ⹖）。この↪法も Mo৸Ea ᩰを↪いるほうが普
ㅢのようでありޔ ᩰの↪଀は少ない。 
 Nu৸No৸ পaޞiEa ɸuPanu ^Pi߽i পiNiMo৸Pi߽ioEa পiॼi WaEo৸ޞi`「ⓨ᷼ならこっߜの㆏を
行きなさい。」 
 
ੱ⒓代ฬ⹖のうߜޔ１ੱ⒓代ฬ⹖ޔ２ੱ⒓代ฬ⹖（න数）はㅪ૕ୃ㘼語となるのにޔ
nu ᩰではなく  ᩰ形ᑼをとる。またޔㅪ૕ୃ㘼語となる nu ᩰの場合と同ߓくޔ ᩰで
も形ᑼฬ⹖的な「の」に⋧ᒰする↪法はߺとめられていない（ޔ 㧖  は଀ᢥ
のㅙ語⸶）。 
 Za৸ NফZe৸Ma ˍa৸n՝i পai「おれの㎓はどこにある。」  
 ɸunu haVaغa Za৸ Puِˍa「その஺がおれのだ。」その஺がおれのものだ。 
 Zaِna৸ Ma৸nu পaॼiMa Ve৸Pu WaEaNuPu nuPaِGo৸「うߜのߓいさࠎは㈬もた߫こも
のまない。」 
 ]uޞiغa Ga৸ haVa Go৸「どれがおまえの═だ。」 
 ɸunu ɸuޞuɪiNe৸ Ga৸ Puِna「その߰ࠈしきはおまえのか。」その߰ࠈしきはおまえ
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のものか。 
 
⹤者によっては  ᩰではなく nu ᩰが↪いられることもあるようである。 
FI  Zaِnu ɸe৸Ma ॼa৸n՝i পaNNa「おれの㎓はどこにある。」 
 ˌuޞiغa Ga৸nu haVaMo「どれがおまえの═だ。」 
 
またޔ時㑆ฬ⹖の  ᩰ形ᑼがㅪ૕ୃ㘼語となっている↪଀が  ଀⃻れた。 
 ɸuِ ɪiِEuno৸ N՝u৸nu Puِˍa Nin՝u Puno ɸuޞiॼa 「そのᣂ⡞はきࠂうのだ。ᤓ
日のはこれだ。」（そのᣂ⡞は੹日のものだ。ᤓ日のものはそれだ。） 
 
２．１．㧠 Mo৸Ea ᩰ 
述語のさししめすേ૞の⋥ធ的なኻ⽎をあらわす。ᣢに述ߴたように小㊁ᵤ方言ではޔ
 ᩰよりも Mo৸Ea ᩰのほうが多く↪いられる。 
 PaСo৸Ma Paِॼu৸MR৸Ea ha৸Ee৸ NaP՝uِ「ቊはまࠎߓࠀうを⊹だけ㘩ߴる。」 
 Na]uNonuWu Wফi߾u পaVVa৸MR৸Ea hanaNon՝iPu ho৸Wi ^Nuޞiޞo৸NuޞiޞaِEa Ma৸`「๺ሶのと
おなߓ ߍたを⧎ሶにもかってやࠈう。」 
 ˍiޞo৸ Nuِ niPu߾uREa haNNԌWi Ma৸Сaޞi পiॼi Nuޞiޞi「次㇢ޔこの⩄‛をኅまでかつい
で行ってくれ。」 
 GaMa ɸuِ পiMunu na৸MREa ɪiW߽uِMa「おまえはこの㝼のฬまえを⍮っているか。」 
 
േ૞のかかわる場所をあらわす（場所ฬ⹖）。の⋥ធኻ⽎と同ߓくޔこの形ᑼを↪
いるのが普ㅢである 
  Paɪɪiޞu VVuِ Wuiغa WiِWo৸MR৸Ea WuGui「⌀っ⊕な㠽がⓨを㘧ࠎでいる。」 
 Pi߽inu Paِna৸MR৸Ea পaW߽e৸ পiNaِ Go৸「㆏のまࠎなかをあるいてはいけない。」 
 oiNo৸ॼo৸Naޞa পaޞiEa huPaِ Pi߽iMR৸Ea পiNԌ Mo৸「ⓨ᷼ならこっߜの㆏を行きなさい。」 
 
２．１．㧡 n՝i ᩰ 
േ૞のあいてや基Ḱなどޔ㑆ធ的なኻ⽎をあらわす。 
 Pi߽iˍi СaNNo৸nu ɪiِVe৸Q՝L পo৸WaِGo৸ 「㆏で学ᩞのవ↢に会った。」 
 ɸunu MuPëWফa৸ WuˍiQ՝LEë৸ ^NiNa߽iNiNa߽aِ` Go৸「その⹤はᆄにだけ⡞かせた。」 
 ɸuPa৸ পuPiQ՝L ߽iNaVaِnaWi পiMuغa পuPaVaِGo৸「ここはᶏにߜかいので㝼がうま
い。」 
 hanaNo৸ ߾uޞaغa পoNNa৸Q՝L Mu৸ n՝i߽uiMa৸「⧎ሶは㗻がかあさࠎによくૃている。」 
 
 うけߺᢥや૶ᓎᢥでޔേ૞のਥ૕も n՝i ᩰであらわされる。 
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 ˍiޞo৸Ma পaॼiQ՝L EuWiޞaWWaِ߽i「次㇢はߓいさࠎにしかられた。」 
 WuॼiQ՝L Mi৸Mo৸Ea ߾uNuޞaɪi「ᆄにᄕ㘵を૞らせる。」 
 
േ૞や状態のかかわるとこࠈޔേ૞や状態がなりたつときをあらわす。 
 পiWuNunu পuGuغa MaِpiMa৸Q՝L ɸu߽i পai「いとこのᏓ࿅がやߨの上にほしてある。」 
 PaСo৸غa ɸu]uNaޞa Wo৸N՝o৸Q՝L পuِ「ቊが෰年から東京にいる。」 
 paNunu na৸Q՝L Paِˍu৸غa পiNu߾u পaِ߽i ^পuPuMuiপuPui`「▫の中にまࠎߓࠀうが
いくつあるとおもうか。」 
 ɥiNo৸Ne৸ ɸiW߽i৸Q՝L পiNNaiɪiNa neِGo৸「㘧行機は一日に一࿁しかない。」 
 ha߽iСa߾uQ՝L ੓H৸ PuGuWWe N՝uِ߽aСԌVaِغa「八月にはᏫってくるようだ。」 
 
ᄌ化の⚿果をあらわす 
 ɸu]u পiWuNuغa ߽u৸СaNNo৸nu ɪiِVe৸Q՝L ^naWaِ Go৸naWi`「中学ᩞのవ↢になった。」 
 
また小㊁ᵤ方言ではޔ⒖േേ૞の目的をあらわすのにもn՝i が↪いられる場合があった。
ただしޔMa がⲢ合したとᕁわれるおそらくは本来のേ⹖目的形（Wuِn՝a「ขりに」）も多
く⃻れޔࠁれのあることからޔこのn՝i は⃻代日本語共ㅢ語の「に」からの類ផと⠨える。 
 পaॼi৸Ma NফaِPaNaޞa পuPini ^পiMuপiMuZo` ^WuiQLWuِn՝a` ^পiˍiপiˍaِGo৸`「ߓいさ
ࠎはᦺからᶏ߳㝼をとりにいった。」 
FI  পoNNa৸Ma পa߽a Wo৸N՝o৸Nai PuVuNon՝i পo৸ِn՝a পiN՝uِ߽i「かあさࠎはあした東京߳
むすこに会いにいく。」 
 
２．１．㧢 ॼi ᩰ 
㆏ౕޔ手Ბをあらわす。 
 পoNinaZan՝i ɸunԌॼL পiN՝uMuNNa oiNo৸NiॼL পiॼaِ ho৸غa MuWaVaِGo৸「沖縄には⦁で行く
より㘧行機で行ったほうがいい。」 
 n՝iPo߾uغa পuEuVVaWaِnaWi WফaiॼL PuW߽aِGo৸「⩄‛が㊀かったのでޔੑੱでもっ
た。」 
 ɸuِ পuZaСi ੓e৸ Nono পaiGa পoNina৸ˍi n՝iVeِeِˍL ho৸WaِGo৸「この上⌕はこのまえ沖
縄でੑජ౞で⾈った。」 
 
᧚ᢱやේᢱなどの᭴成要⚛をあらわす。 
 uWo৸ Ge৸ॼL Vo৸ɸiMo৸Ea ߾uNuWi「ᄦは┻でかごをつくった。」 
 
うごきや状態がなりたつ場所をあらわす（場所ฬ⹖）。 
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 MoॼiPaGi MeNiॼL PaW߽uޞi Mo৸「྾時まで㚞でまっておれ。」 
 Pi߽iˍL СaNNo৸nu ɪiِVe৸n՝i পo৸WaِGo৸「㆏で学ᩞのవ↢に会った。」 
 ɸuِ পuZaСi ੓e৸ Nono পaiGa পoNina৸ˍL n՝iVeِeِˍi ho৸WaِGo৸「この上⌕はこのまえ沖
縄でੑජ౞で⾈った。」 
 
ේ࿃をあらわす。この↪法ではฬ⹖ MaPaiޔMaPi（∛᳇）の ॼi ᩰとേ⹖ MaPMui（∛む）
の中ᱛ形（ MaGi）とのあいだでࠁれがߺとめられるがޔᓟ者のほうが↪いられやすいよう
である。このタࠗプの଀ᢥは１種しかないためޔ੹ᓟさらなる調査が必要である。 
 hanaNo৸ Nin՝u৸Naޞa MaPaiॼL n՝iWWui「⧎ሶはきのうから∛᳇でߨている。」 
 hanaNo৸ Nin՝u৸Naޞa ^MaGiMaPiˍi` niWWuِ Go৸「⧎ሶはきのうから∛᳇でߨている。」
⧎ሶはきのうから∛ࠎでߨている。 
 
２．１．㧣 Nai ᩰ 
⒖േの೔⌕点をあらわす。 
 Gaغa ^hɸ`aWe৸NaL পiNi「おまえが⇌߳行け。」 
 পaॼiMa পaVaNaޞa পuPiNaL পiMu Wuِn՝a পiॼi「ߓいさࠎはᦺからᶏ߳㝼をとりにいっ
た。」 
 
２．１．㧤 Wu ᩰ 
⋧੕的なേ૞のあいてをあらわす。 
 ˍiޞo৸Ma পuWWu৸nu VaEuޞo৸WX ɪiNNiWaِGo৸「次㇢はおとうとのਃ㇢とけࠎかした。」 
 
⋧੕的な㑐ଥがなりたつޔ一方のኻ⽎をあらわす。 
 NaGi৸ n՝iEE՝uِ^GaNiEaNNai` পaޞiEa পiِغa৸ِN՝a PaMa৸WX ^পiɪɪoॼaWফiW߾uॼa৸`「㘩ߴて
ߨるだけなら いߧやߨことおなߓだ。」 
 Na]uNonuWX Wফi߾u পaVVa৸Mo৸Ea hanaNon՝iPu ho৸Wi ^Nuޞiޞo৸NuޞiޞaِEa Ma৸`「๺ሶのと
おなߓߍたを⧎ሶにもかってやࠈう。」 
 
２．１．㧥 Naޞa ᩰ 
⒖േの಴発点やേ૞や状態の開ᆎ時点などޔコトࠟ࡜の⿠点をあらわす。 
 PaСo৸Ma পi߾u Wo৸N՝o৸Naޞa PuGuMuNNa「ቊはいつ東京からᏫるか。」 
 PaСo৸غa ɸu]uNaޞa Wo৸N՝o৸n՝i পuِ「ቊが෰年から東京にいる。」 
 পaॼiMa পaVaNaޞa পuPiNai পiMu Wuِn՝a পiॼi「ߓいさࠎはᦺからᶏ߳㝼をとりに いっ
た。」 
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ේᢱをあらわす。᧚ᢱなどを表す ॼi ᩰとの૶い分けについては⏕⹺できていないた
めޔさらなる調査が必要である。 
 Ve৸Ma ɸuPԌNaޞa ^߾uNuMui߾uNNu Vu`「㈬は☨からつくる。」 
 
２．１．１㧜 Сaޞi ᩰPaGi ᩰ 
േ૞や状態のおよ߱▸࿐をあらわす。Сaޞi とPaGi の２つの形ᑼが⃻れているがޔᓟ者
のほうがᣂしい形であࠈう。全く異なる形ᑼではあるがޔほぼ同ߓ機⢻をもつᣂᣥの形
として１つの㗄目に⚊めている。なおޔ↪଀ ޔ はⶄ合ㅪ૕ᩰの଀である。 
  ˍiޞo৸ Nuِ niPu߾uoEa haNNԌWi Ma৸СaޞL পiॼi Nuޞiޞi「次㇢ޔこの⩄‛をኅまでかつい
で行ってくれ。」  
 Moॼi^PaGH৸СaޞL` পeNiॼi PaW߽uޞi「྾時まで㚞でまっておれ。」㧖PaGe৸㧨PaGi㧗
Ma「྾時までは」 
 পo৸VaNaNaޞa Wo৸N՝o৸СaޞLQX Niɪa߽ino৸ N՝aِVaNaMa৸「ᄢ㒋から東京までのᴁゞ⾓はい
くらだࠈうか。」 
 পo৸VaNaNaޞa Wo৸N՝o৸PaGLQX Niɪa߽ino৸ N՝aِVaNaMa৸「ᄢ㒋から東京までのᴁゞ⾓はい
くらだࠈうか。」 
 
２．１．１１ Сaޞin՝i ᩰPaGin՝i ᩰ 
േ૞がそのときよりもまえに成立するޔあるいは成立したことをあらわす。ここでも
Сaޞin՝i とPaGin՝i の２つの形ᑼが⃻れている。ਔ形ᑼのᛒいについては  にḰߓる。 
 СoॼiСaޞLQ՝L PuGuޞaِEa naޞaِPuِ「㧡時までにᏫらなくてはならない。」 
 СoॼiPaGLQ՝L PuGuޞaِEa naޞa৸「㧡時までにᏫらなくてはならない。」 
 
２．２．１２ ᩰの๟ㄝ（あるいは๟ㄝ的なᩰ） 
ここではޔ⃻代日本語共ㅢ語の「より」ޔᒁ↪の「と」にኻᔕする形ᑼを᜼ߍる。 
 
２．１．１２．１ MuNNa 
Ყセの基Ḱをあらわす。 
 Nin՝u৸Ma N՝u৸MXNNa haॼiغa ߾uVaWaMa৸「きのうは੹日より㘑がᒝかった。」 
 পiMuMXNNa n՝iNunu ho৸غa Wa৸Va「㝼より⡺のほうが高い」 
 
２．１．１２．２ ߽i 
⹤や⠨えの内ኈをあらわす。 
 paNunu na৸n՝i Paِˍu৸غa পiNu߾u পaِ߽L ^পuPuMuiপuPui` 「▫の中にまࠎߓࠀうが
いくつあるとおもうか。」 
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２㧚２ ᔒᚭ᪖ 
 
 ᔒᚭ᪖方言には以下の  のᩰ形ᑼと２つの๟ㄝ的な形ᑼがߺとめられる。 
 
２．２．１ غa ᩰ 
述語のさししめすേ૞ޔᄌ化ޔ状態のਥ૕をあらわす。このときޔغa ᩰฬ⹖はᓥዻ
▵にも⃻れることができる（ޔ）。 
 ɪiޞu Wuiŋa Wiِ WuGi uiMa৸「⌀っ⊕なとりがⓨを㘧ࠎでいる。」 
 পaޞi পaPԌŋa ^ɸuWiW߽aِɸuWiW߽i`「あޔ㔎が㒠ってきた。」 
 ɸu]u੓o৸ পiWuNuŋa ߽u৸СaNNo৸nu ɪiِVe৸n՝i ^naWফanaWaِ`「෰年いとこが中学のవ↢に
なった。」 
 পaِ MaPan՝i ੓e৸ পinuɪiɪiŋa uِWi৸^Go৸غa`「あのጊにはいのししがいるそうだ。」 
 পiɪaŋa NuޞiWa^ِnu` NuVui nuPԌEa no৸Muޞo৸「ක者がくれたくすりをのめ߫なおる
だࠈう。」 
 niPo߾uŋa পuEuVaWaWaِnaWi Wফaiˍi ^PuW߽aِPuW߽a৸`「⩄‛が㊀かったのでޔੑੱ
でもった。」 
 
またޔいわࠁる総記 の↪法もߺとめられる。 
 Ga৸ŋa paWe৸Nai ^পiNԌপiNi`「おまえが⇌߳行け。」 
 ِ৸ ɸaNNai Zaŋa পiN՝uِ^Naޞana`「うࠎޔ⇌߳はおれが行く。」 
 Giޞuŋa Ga৸ haVaMo৸「どれがおまえの═だ。」 
 পuِ haVaŋa Za৸ ^PunuPuِ`「その஺がおれのだ。」 
 
ᗵᖱや⢻ജのኻ⽎をあらわす。 
 PaСo৸Ma Nࣶaɪi Naɪi VuNiGॼa「ቊはお⩻ሶがᅢきだ。」 
 Zano৸ Wo৸nu VaɪiPiСa NaِEuVai「おれはⱆのさしߺが㘩ߴたい。」 
 পiWuNo৸ Me৸Сonu hoِŋa MফuPi পuVui「いとこは⧷語の本が⺒める。」 
 
２．２．２ nu ᩰ 
あとに⛯くฬ⹖ฏをୃ㘼するㅪ૕ୃ㘼語となりޔそのዻ性や㑐ଥするものをあらわす。
なお nu ᩰをとるฬ⹖ฏは１ੱ⒓ޔ２ੱ⒓代ฬ⹖を㒰き（ ෳᾖ）೙㒢されていない。 
 পiWuNuQX পuGuغa Maِpiޞa৸nu Zi৸ni hu߽i পai「いとこのᏓ࿅がやߨの上にほしてあ
る。」 
 ˍiޞo৸Ma পuWWu৸QX VaEuޞo৸Wu ^ɪiNNiWফaɪiNNiWi`「次㇢はおとうとのਃ㇢とけࠎかし
た。」 
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 GaMa পuِ পiMuQX na৸Ma ɪiW߽uِn՝a「おまえはこの㝼のฬまえを⍮っているか。」 
 পuِ ɸaNuQX na৸n՝i Paِˍu৸غa পiNu߾u পaِ߽i পuPuMu^iِ 「`▫の中にまࠎߓࠀうが
いくつあるとおもうか。」 
 Pi߽iॼi СaNNo৸QX ɪiِVe৸n՝i ^পo৸Wiপo৸Waِ`「㆏で学ᩞのవ↢に会った。」 
 
また nu ᩰはޔ他の方言と同ߓく「13nu 13」で↪いられるのが基本でありޔ⃻代日
本共ㅢ語の形ᑼฬ⹖的な「の」に⋧ᒰする↪法はほぼ⸵ኈされない。以下の↪଀では（ ）
に଀ᢥのㅙ語⸶を記す。 
 পuِ haPa৸ Waޞo৸QX haPaNaMa৸「この㎨はᄥ㇢のか。」その㎨はᄥ㇢の㎨か。 
 পuޞe৸ পuWWu৸QX PuِNaPo ZaNaޞa৸'「それはおとうとのかもしれない。」（それは
おとうとのものかもわからない。） 
 পuِ ɪiِEuِMa N՝u৸QX Puِ ॼa Nin՝u৸QX Puno৸ পuޞi ॼa「そのᣂ⡞はきࠂうのだ。ᤓ
日のはこれだ。」（そのᣂ⡞は੹日のものだ。ᤓ日のものはそれだ。） 
 
ਥ▵ਥ語となる。⃻࿷のᔒᚭ᪖方言の غa ᩰと nu ᩰはਥᩰとዻᩰとしてほぼቢ全に
ᓎഀ分化しておりޔਥ▵ਥ語としてのnu の಴⃻はᗵགྷ形ᵄ✢ㇱなどとの๭ᔕに㒢られる
ようである。ただしޔその↪法も⴮ㅌしつつあると⷗られるFI。 
 Pi߽iQX ^ɸp`iޞuVaMa৸「㆏がᐢいなあ。」 
FI  Pi߽iŋa piޞuVaMa৸「㆏がᐢいなあ。」 
 
ᓥዻ▵ਥ語ではnu は多く⃻れている。だが  で᜼ߍた↪଀ ޔ と⷗Ყߴる
と明らかなようにޔここでのnu は⸶ᢥの「の」にኻᔕして↪いられているにす߉ずޔや
はり غa との૶い分けは失われている。 
 পanu PԌ৸QX পuEԌVaِ পiޞuQX ɪiޞuVaِ Miِغa৸ WaޞuNai'「あの目のおおきいޔ⦡の⊕
い↵はだれだࠈう。」 
 পaPԌQX huMuِ ^pɸ`in՝e৸ পaِPaMa Ma৸ॼi WeޞeEiEe৸ Pi߽uِ「㔎の߰る日には߫あさࠎ
はኅでテ࡟ࡆ߫かり⷗ている。」 
 
２．２．㧟  ᩰ 
述語のさししめすേ૞の⋥ធ的なኻ⽎をあらわす。同様の↪法が  の Ea ᩰにも
ߺとめられるがޔᔒᚭ᪖方言では  ᩰで⃻れるのが普ㅢのようである。 
 পiɪaغa NuޞiWa^ِnu` NuVui nuPԌEa no৸Muޞo৸「ක者がくれたくすりをのめ߫なおる
だࠈう。」 
 Zano৸ Nin՝u৸Ma ɪiِEuِ MuPaِWaِ「おれはきのうはᣂ⡞をよまなかった。」 
 পaॼi৸Ma NফaِPaNaޞa পuPiNai পiMu WuِMa পiˍaِ「ߓいさࠎはᦺからᶏ߳㝼をとりに 
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いった。」 
 hanaNo৸ পoNNaِn՝i Puِ NaPa߽i ^Puޞa৸WaِPuޞa৸Wi`「⧎ሶはかあさࠎにごはࠎを
たߴさせてもらった。」 
 Wuॼin՝i Mu৸Eaِ ^߽߾`uNNaVuِ「ᆄにᄕ㘵を૞らせる。」 
 nu৸ ho৸MuNNaMa৸「なにを⾈おうか。」 
 
േ૞のかかわる場所をあらわす（場所ฬ⹖）。なおの⋥ធኻ⽎と同ߓくޔEa ᩰにも
同様の↪法がߺとめられる。 
 Pi߽inu Paِna৸ পaW߽e৸ পiNaِGo৸「㆏のまࠎなかをあるいてはいけない。」 
 ɪiޞu Wuiغa Wiِ WuGi uiMa৸「⌀っ⊕なとりがⓨを㘧ࠎでいる。」 
 
ੱ⒓代ฬ⹖のうߜޔ１ੱ⒓代ฬ⹖ޔ２ੱ⒓代ฬ⹖（න数）はㅪ૕ୃ㘼語となるのにޔ
nu ᩰではなく  ᩰ形ᑼをとる。またޔㅪ૕ୃ㘼語となる nu ᩰの場合と同ߓくޔ ᩰで
も形ᑼฬ⹖的な「の」に⋧ᒰする↪法はߺとめられていない（ޔ 㧖  は଀ᢥ
のㅙ語⸶）。 
 Za৸ NZë৸Ma ^ˍa৸n՝i পaNNa%ˍa৸Naina$`「おれの㎓はどこにある。」  
 পuِ haVaغa Za৸ ^PunuPuِ`「その஺がおれのだ。」その஺がおれのものだ。 
 Zaِna৸ পaॼiMa Ve৸Pu WaEaNuPu nuPaِGo৸「うߜのߓいさࠎは㈬もた߫こものま
ない。」 
 Zaِna৸ PaСu৸Ma পi߾u Wo৸N՝o৸Naޞa ^PuGuMuNNa PuGuWফi N՝uNNa`「ቊはいつ東京か
らᏫるか。」うߜのቊはいつ東京から^ᚯるかᚯって来るか`。 
 Giޞuغa Ga৸ haVaMo৸「どれがおまえの═だ。」  
 পuِ ɸuޞuɪiNe৸ Ga৸ Puِna「その߰ࠈしきはおまえのか。」その߰ࠈしきはおまえの
ものか。 
 
 ࡅト࿕有ฬ⹖（すなわߜੱฬ）もޔそのㅪ૕ୃ㘼語は  ᩰ形ᑼをとるようである。↪଀
が１଀のߺޔまた㧟ੱ⒓代ฬ⹖の↪଀はないためޔ੹ᓟさらなる調査が必要である。 
 Na]uNo PuِWu Miِ Puِnu পaVVa৸Ea hanaNon՝iPu ho৸Wi NuޞiMuِ「๺ሶのとおなߓ 
ߍたを⧎ሶにもかってやࠈう。」๺ሶのものとおなߓߍたを⧎ሶにもかってやࠈう。 
 
またޔ⹤者によっては  ᩰではなく nu ᩰが↪いられることもあるようである。なお以
下の↪଀はޔ小㊁ᵤ方言でߺとめられたものと同ߓ⸶ᢥのものである（ の ޔ
ෳᾖ）。 
FI  ' ZaِQX NZe৸Ma ˍa৸n՝i পai「おれの㎓はどこにある。」 
 ' Giޞuغa Ga৸QX NaVaNa「どれがおまえの═だ。」 
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２．２．㧠 Ea ᩰ 
述語のさししめすേ૞の⋥ធ的なኻ⽎をあらわす。なおすでに述ߴたようにޔこの
↪法では  ᩰを↪いるほうが普ㅢである 
 PaСo৸Ma Paِˍu৸Ea ^haZaha৸`Ee৸ NaP՝uِ「ቊはまࠎߓࠀうを⊹だけ㘩ߴる。」 
 Na]uNo PuِWu Miِ Puِnu পaVVa৸Ea hanaNon՝iPu ho৸Wi NuޞiMuِ「๺ሶのとおなߓ 
ߍたを⧎ሶにもかってやࠈう。」 
 uWo৸ ^Ge৸Ge৸Ge৸ॼi` PaСu৸Ea ^߾uNuWফa߾uNuWi`「ᄦは┻でかごをつくった。」 
 GaMa৸ পuِ পiMunu na৸Ea ɪiW߽uِMa「おまえはこの㝼のฬまえを⍮っているか。」 
 
േ૞のかかわる場所をあらわす（場所ฬ⹖）。⋥ធኻ⽎の↪法と同ߓくޔこの↪法で
も  ᩰのほうがఝ൓のようである。 
 ^Paɪɪiޞu৸ɪiޞu৸` Wui৸غa WiِWo৸Ea WuGui「⌀っ⊕な㠽がⓨを㘧ࠎでいる。」 
 Pi߽inu Paِna৸Ea পaW߽e৸ পiNaِ&「㆏のまࠎなかをあるいてはいけない。」 
 oiNo৸ˍo৸Nae৸ ^পuِপuPa` Pi߽iEa ^পiNiপiNiEa MuWaVaِ`「ⓨ᷼ならこっߜの㆏を
行きなさい。」 
 
 なおޔEa ではなくMuEa が↪いられている↪଀が１଀あったがޔ小㊁ᵤなど๟ㄝ方言か
らのᓇ㗀による一時的な૶↪と⠨える。 
FI  Na]uNoWu Miِ পaVVa৸MXEa hanaNon՝iPu hoWi Nuޞiޞo৸「๺ሶのとおなߓߍたを⧎
ሶにもかってやࠈう。」 
 
２．２．㧡 n՝i ᩰ 
േ૞のあいてや基Ḱなどޔ㑆ធ的なኻ⽎をあらわす。 
 Pi߽iॼi СaNNo৸nu ɪiِVe৸Q՝L ^পo৸Waِপo৸Wi` 「㆏で学ᩞのవ↢に会った。」 
 পuِ panaVe৸ WuॼiQ՝LEë৸ NফiNa߽aِ「その⹤はᆄにだけ⡞かせた。」 
 পuPa৸ পuPiQ՝L ߽iNaVaِNaޞa পiMuСa পuPaVaِ「ここはᶏにߜかいので㝼がうまい。」 
 hanaNo৸ ߾uޞaغa পoNNaِQ՝L Mu৸ ^n՝i߽uin՝i߽uِ`「⧎ሶは㗻がかあさࠎによくૃてい
る。」 
 
 うけߺᢥや૶ᓎᢥでޔേ૞のਥ૕も n՝i ᩰであらわされる。 
 WuॼiQ՝L Mu৸EaِEa ^߾uNuޞa߽aِ߾uNuޞaVuِ߾uNNaVuِ`「ᆄにᄕ㘵を૞らせる。」 
 VaEuޞo৸Ma ॼiޞo৸Q՝L Eo৸ॼi পuWaWWaِ「ਃ㇢は次㇢に᫔でなߋられた。」 
 
േ૞や状態のかかわるとこࠈޔേ૞や状態がなりたつときをあらわす。 
 পiWuNunu পuGuغa Maِpiޞa৸Q՝L ^ɸu߽eِɸu߽i পaِ`「いとこのᏓ࿅がやߨの上にほし
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てある。」 
 PaСu৸Ma ɸu]uNaޞa Wo৸N՝o৸Q՝L ui「ቊが෰年から東京にいる。」 
 পuِ ɸaNunu na৸Q՝L Paِˍu৸غa পiNu߾u পaِ߽i পuPuMu^iِ`「▫の中にまࠎߓࠀうが 
いくつあるとおもうか。」 
 ɥiNo৸Ni ੓e৸ ɸiW߽i৸Q՝L পiNNaiɪiNa neِGo৸「㘧行機は一日に一࿁しかない。」 
 ha߽iСa߾uQ՝L ੓H৸ PuGuWফi N՝uِ ^neVVuineVVuِ`「八月にはᏫってくるようだ。」 
 
ᄌ化の⚿果をあらわす 
 ɸu]u੓o৸ পiWuNuغa ߽u৸СaNNo৸nu ɪiِVe৸Q՝L ^naWফanaWaِ`「中学ᩞのవ↢になった。」 
 
なおޔ小㊁ᵤ方言や⃻代日本語共ㅢ語の「に」とは異なりޔᔒᚭ᪖方言のn՝i は⒖േേ
૞の目的をあらわすのには↪いられない
．．．．．．
。 
FI  পaॼi৸Ma NফaِPaNaޞa পuPiNai পiMu WuِMa পiˍaِ「ߓいさࠎはᦺからᶏ߳㝼をとり
にいった。」 
 পoNNano৸ পi߽iEaNai ho৸i Puِ ɪiِn՝a ^পiॼaِপiॼi`「かあさࠎはᏒ場߳⾈い‛に行
った。」かあさࠎはᏒ場߳⾈い‛しに行った。 
 
２．２．㧢 ॼi ᩰ 
㆏ౕޔ手Ბをあらわす。 
 ^পoNinaZanaɸa`n՝i ੓e ɸunԌॼL পiN՝uِ MuNNaPu oiNo৸NiॼL পiॼaِ ho৸غa MuWaVaiMa৸「沖縄
には⦁で行くより㘧行機で行ったほうがいい。」 
 n՝i৸غa ^পuEuVVaWi৸পuEuVVaWaِnaWi` WফaiॼL ^PuW߽aِGo৸PuW߽i`「⩄‛が㊀かった
のでޔੑੱでもった。」 
 পuِ পNino৸ ɸuِnaغe৸ পoNinaZaॼi n՝iVeِeِˍL ^ho৸WaِGo৸ho৸WiW߽aِ`「この上⌕はこ
のまえ沖縄でੑජ౞で⾈った。」 
 
᧚ᢱやේᢱなどの᭴成要⚛をあらわす。 
 uWo৸ Ge৸ॼL NaСo৸ ^߾uWWa߾uW߽aِ`「ᄦは┻でかごをつくった。」 
 
うごきや状態がなりたつ場所をあらわす（場所ฬ⹖）。 
 MoˍiPaGe MeNiˍL PaW߽uޞi「྾時まで㚞でまっておれ。」 
 Pi߽iॼL СaNNo৸nu ɪiِVe৸n՝i ^পo৸Waِপo৸Wi` 「㆏で学ᩞのవ↢に会った。」 
 পuِ পNino৸ ɸuِnaغe৸ পoNinaZaॼL n՝iVeِeِˍi ^ho৸WaِGo৸ho৸WiW߽aِ`「この上⌕はこ
のまえ沖縄でੑජ౞で⾈った。」 
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またޔේ࿃をあらわす↪法もߺられた。ᔒᚭ᪖方言の場合もޔฬ⹖ E՝o৸Ni（∛᳇）の
ॼi ᩰよりもേ⹖ MaPMui（∛む）の中ᱛ形を↪いる方がよいようであるFI。 
 hanaNo৸ Nin՝u৸Naޞa E՝o৸NiॼL niWWu^iِ`「⧎ሶはきのうから∛᳇でߨている。」 
FI  hanaNo৸ Nin՝u৸Naޞa MaGi nԌWWui「⧎ሶはきのうから∛᳇でߨている。」⧎ሶはき
のうから∛ࠎでߨている。 
 
以上の他ޔॼi ᩰとともにGeޔnWi という形ᑼも⷗られたがޔ類ૃの形ᑼは他の方言にも
⷗られずޔあくまでも୘ੱ的な૶↪ではないかと⠨える。 
 uWo৸ ^Ge৸GH৸Ge৸ॼL` PaСu৸Ea ^߾uNuWফa߾uNuWi`「ᄦは┻でかごをつくった。」 
 ^পaPԌɸui n՝i ੓e৸পaPԌnu ɸuMuِ pin՝i ੓e৸` পaِPa৸Ma ^Ma৸ˍLMa৸ِWL` WeޞeEi^Eë৸EaNNai` 
Pi߽uِ「㔎の߰る日には߫あさࠎはኅでテ࡟ࡆ߫かり⷗ている。」 
 
２．２．㧣 Nai ᩰ 
⒖േの೔⌕点をあらわす。 
 Ga৸غa paWe৸NaL ^পiNԌপiNi`「おまえが⇌߳行け。」 
 পaॼi৸Ma NফaِPaNaޞa পuPiNaL পiMu WuِMa পiˍaِ「ߓいさࠎはᦺからᶏ߳㝼をとりにい
った。」 
 
２．２．㧤 Wu ᩰ 
⋧੕的なേ૞のあいてをあらわす。 
 ॼiޞo৸Ma পuWWu৸nu VaEuޞo৸WX ɪiNNԌWaِ「次㇢はおとうとのਃ㇢とけࠎかした。」 
 
⋧੕的な㑐ଥがなりたつޔ一方のኻ⽎をあらわす。 
 NaGi৸ n՝ippuِGe৸ পaޞiEa পiِغa৸Ma PaMa৸WX ^Wফi߾uMiِ` Puِ「㘩ߴてߨるだけなら 
いߧやߨことおなߓだ。」 
 Na]uNo PuِWX Miِ Puِnu পaVVa৸Ea hanaNon՝iPu ho৸Wi NuޞiMuِ「๺ሶのとおなߓߍ
たを⧎ሶにもかってやࠈう。」๺ሶものとおなߓߍたを⧎ሶにもかってやࠈう。 
 
２．２．㧥 Naޞa ᩰ 
⒖േの಴発点やേ૞や状態の開ᆎ時点などޔコトࠟ࡜の⿠点をあらわす。 
 Zaِna৸ PaСu৸Ma পi߾u Wo৸N՝o৸Naޞa ^PuGuMuNNa PuGuWফi N՝uNNa`「ቊはいつ東京
からᏫるか。」 
 PaСu৸Ma ɸu]uNaޞa Wo৸N՝o৸n՝i ui「ቊが෰年から東京にいる。」 
 পaॼi৸Ma NফaِPaNaޞa পuPiNai পiMu WuِMa পiˍaِ「ߓいさࠎはᦺからᶏ߳㝼をとりに 
いった。」 
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ේᢱをあらわす↪法も⷗られた。ただしޔ⹤者によっては ॼi ᩰが↪いられており
FIޔ⧷語の oI と IUoPޔ⃻代日本語共ㅢ語のデᩰとࠞ࡜ᩰに⷗られるような૶い分
けはないようである。 
 Ve৸Ma ɸuPԌNaޞa ߾uNN՝uVuGo৸「㈬は☨からつくる。」 
FI  Ve৸Ma ɸuPԌॼL ߽uNN՝ui「㈬は☨からつくる。」㈬は☨でつくる。 
 
２．２．１㧜 PaGi ᩰ 
േ૞や状態のおよ߱▸࿐をあらわす。なおޔ↪଀  はⶄ合ㅪ૕ᩰの଀である。 
 ˍiޞo৸ পuِ n՝iPu߾u੓o৸ Ma৸PaGL haWaPԌWi পiॼi Nuޞi「次㇢ޔこの⩄‛をኅまでかつい
で行ってくれ。」  
 MoॼiPaGH৸ MeNiॼi PaW߽uޞi「྾時まで㚞でまっておれ。」྾時までは㚞でまってお
れ。㧖PaGe৸㧨PaGi㧗Ma 
 পo৸VaNaNaޞa Wo৸N՝o৸PaGLQX Niɪa߽ino৸ ߽ফaِVaNaMa৸「ᄢ㒋から東京までのᴁゞ⾓はい
くらだࠈうか。」 
 
２．２．１１ PaGin՝i ᩰ 
േ૞がそのときよりもまえに成立するޔあるいは成立したことをあらわす。 
 СoˍiPaGLQL PuGuޞaِEa ^naޞa৸naޞaِ`「㧡時までにᏫらなくてはならない。」 
 
２．２．１２ ᩰの๟ㄝ（あるいは๟ㄝ的なᩰ） 
ここではޔ⃻代日本語共ㅢ語の「より」ޔᒁ↪の「と」にኻᔕする形ᑼを᜼ߍる。 
 
２．２．１２．１ MuNNaPu 
Ყセの基Ḱをあらわす。 
 Nin՝u৸Ma N՝u৸MXNNaPX haॼiغa ^߾uVanaWiW߽aِ߾uVanaWiW߽iMa৸߾uNunaWi`「きのうは
੹日より㘑がᒝかった。」きのうは੹日よりも㘑がᒝかった。 
 পiMuMXNNaPX n՝iNunu ho৸Сa Wa৸Va^ِi`「㝼より⡺のほうが高い」㝼よりも⡺のほ
うが高い。 
 
２．２．１２．２ ߽i 
⹤や⠨えの内ኈをあらわす。⹤者によっては߽u の形も↪いられるようである。 
 পuِ ɸaNunu na৸n՝i Paِˍu৸غa পiNu߾u পaِ߽L পuPuMu^iِ` 「▫の中にまࠎߓࠀう
がいくつあるとおもうか。」 
 haNunu na৸ni Paِˍu৸غa ߽aِVa ^পaِ߽L পuPuMui'পaِ߽X পuPuMuNNa&`「▫の
中にまࠎߓࠀうがいくつあるとおもうか。」 
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２㧚㧟 ਄ཅ㋕ 
 
上ཅ㋕方言には以下の  のᩰ形ᑼと２つの๟ㄝ的な形ᑼがߺとめられる。 
 
２．㧟．１ غa ᩰ 
ᜰ␜代ฬ⹖にᓟធして述語のさししめす状態のਥ૕をあらわす↪法がߺられた。他の方
言とは異なりޔ上ཅ㋕方言ではいわࠁるਥᩰޔዻᩰが nu ᩰに統合されつつあると⠨えら
れるのだがޔ以下の଀  からޔฬ⹖のタࠗプによる nu ᩰと غa ᩰの૶いわけもかࠈう
ߓて保たれていることがわかる。 
 পaِŋa MaNuEaॼa 「あれがᓎ場だ。」「データ集」 も同 
 
 なおޔnu とغa のࠁれのߺとめられる↪଀もいくつか⃻れている。ࡅトฬ⹖の場合ޔ૶
い分けᗧ⼂のฬ残であることも⠨えられるがޔ普ㅢฬ⹖の଀も多くޔいずれも共ㅢ語から
の類ផであࠈう。 
 NuGo৸ পiWuNu^nuСa` ߽u৸СaNNo৸nu ɪiِVe৸n՝i naWaِ 「෰年いとこが中学のవ↢にな
った。」 
 পiɪa^ŋanu` NuޞiWaِ NuVuޞi nuPiEa৸ ^no৸ޞiِno৸ޞiNNaPu` Go৸「ක者がくれたくすり
をのめ߫なおるだࠈう。」 
 ɪiޞu Wuޞi৸Сa WiِWo৸oEa WuEuِ「⌀っ⊕なとりがⓨを㘧ࠎでいる。」ψ の  
 
 またޔいわࠁる総記 の↪法でޔ⇼໧⹖ޔ⇼໧ᢥの╵えとなるฬ⹖にغa がᓟធしてい
る଀も⷗られた。なお  で述ߴるようにޔこの↪法ではnu よりもഥㄉMa のᓟធした
とᕁわれる形ᑼが多く⃻れている。 
 Guِŋa Ga৸ haVa Mo「どれがおまえの═だ。」 
 পuِ haVaСa Za৸ Puِ「その═がおれのだ。」 
 
２．㧟．２ nu ᩰ 
述語のさししめすേ૞ޔᄌ化ޔ状態のਥ૕をあらわす。すでに述ߴたようにޔ上ཅ㋕
方言では غa ᩰが⴮ㅌしつつありޔnu ᩰがこの↪法の中ᩭをになっている。よって一ㇱの
ᜰ␜代ฬ⹖を㒰きޔnu ᩰをとるฬ⹖ฏは೙㒢されていない。またこのときޔnu ᩰฬ⹖
はᓥዻ▵にも⃻れることができる（ޔ）。 
 naPa পaPiQX ^ɸuޞeِ߽i৸ɸuޞeِ߽aِ`「あޔ㔎が㒠ってきた。」 
 ɪiޞuGuޞiQX WiِWo৸oEa ^WuEo৸ޞiWuEo৸ِGo৸`「⌀っ⊕なとりがⓨを㘧ࠎでいる。」 
 Pi߽iQX ɥiޞuVaޞiMa৸「㆏がᐢいなあ。」 
 NiMu৸ ɪu৸Muޞi haGiQX ^প߽uVaޞiপ߽uVaWaِGo৸`「きのうは੹日より㘑がᒝかった。」 
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 পaِ MaPaMeno৸ পinoɪiɪiQX পuِEe৸ॼa 「あのጊにはいのししがいるそうだ。」 
 পiɪaQX NuޞiWaِ Nuɪuޞi ੓e৸ nuPiEa৸ no৸ޞ՝uNNaPu ZaNaޞaِGo৸ 「ක者がくれたくすり
をのめ߫なおるだࠈう。」 
 n՝iPuWuQX পuEuVVa Puِnaޞe Wফaޞi ੓e৸ Pu߽e৸ˍaِGo৸「⩄‛が㊀かったのでޔੑੱ
でもった。」 
 
またޔいわࠁる総記 の↪法もߺられたがޔ੹࿁の調査では nu ᩰが↪いられるのは 
ੱ⒓代ฬ⹖のߺでありޔそれ以外はഥㄉMa のⲢ合した形ᑼが↪いられているFI。 
 পi৸ haWe৸Na߽e৸ ZaِQX পiNa「うࠎޔ⇌߳はおれが行く。」 
FI  Giޞu੓o৸ Ga ^Puِnu haɪanaPuno৸ haɪa`「どれがおまえの═だ。」 
 ɸuِ ^haɪa৸haVa৸` Za৸ PuِGo৸「その஺がおれのだ。」 
 
あとに⛯くฬ⹖ฏをୃ㘼するㅪ૕ୃ㘼語となりޔそのዻ性や㑐ଥするものをあらわす。
なお nu ᩰをとるฬ⹖ฏは１ੱ⒓ޔ２ੱ⒓代ฬ⹖を㒰き（ ෳᾖ）೙㒢されていない。 
 পiWuNuQX পuGo৸ ManԌnu ^পuZe৸Zi৸eِ` ɸuVeِ aِ 「いとこのᏓ࿅がやߨの上にほし
てある。」 
 ˍiޞo৸Ma পuWWuQX VaEuޞo৸Wu ɪiW߽iWaِ Go৸「次㇢はおとうとのਃ㇢とけࠎかした。」 
 Ga৸ পuِ MuQX na৸ ɪiޞoِn՝a৸「おまえはこの㝼のฬまえを⍮っているか。」 
 haNuQX naNae৸ Paِˍu৸nu ɪaِVa পaNNa ZaNaޞaِ^Na৸na৸`「▫の中にまࠎߓࠀうが
いくつあるとおもうか。」 
 PiW߽i ੓e৸ СaNNo৸QX ɪiِɪe৸^Wue` o৸WফaِGo৸「㆏で学ᩞのవ↢に会った。」 
 
またޔnu ᩰはやはり「13nu 13」で↪いられるのが基本でありޔ⃻代日本共ㅢ語の
形ᑼฬ⹖的な「の」に⋧ᒰする↪法はߺとめられない。以下の↪଀では（ ）に଀ᢥのㅙ語
⸶を記す。 
 পuِ NaPa৸ Waޞo৸QX Puِnaপ「この㎨はᄥ㇢のか。」その㎨はᄥ㇢のものか。 
 পuޞe৸ পuWWuQX PuِNaPu ɪiޞiޞa৸「それはおとうとのかもしれない。」（それはおとう
とのものかもわからない。） 
 পuِ ɪiِEuno৸ Vu৸QX Puِ ॼa GॼiMo৸QX Puno৸ পuޞiॼa「そのᣂ⡞はきࠂうのだ。ᤓ日
のはこれだ。」（そのᣂ⡞は੹日のものだ。ᤓ日のものはそれだ。） 
 NaॼuNoQX PuِWu WফiWuPuِ aVVa৸o৸Ea hanaNoePu ho৸e৸ NuޞiޞiMo৸「๺ሶのとおなߓ
ߍたを⧎ሶにもかってやࠈう。」（๺ሶのものと同ߓߍたを⧎ሶにもかってやࠈう。） 
ᗵᖱや⢻ജのኻ⽎をあらわす。 
 Zano৸ Wo৸nu VaVuPiQX ^NaِEuVaِNaِEuVaޞiMa৸`「おれはⱆのさしߺが㘩ߴたい。」 
 PaСo৸ NফaɪiQX Vu߽iِ Go৸「ቊはお⩻ሶがᅢきだ。」 
87
「消滅危機方言の調査・保存のための総合的研究」喜界島方言調査報告書 
  2011 年 8 月 15 日 国立国語研究所 
 
 
 পiWuNo৸ Me৸Сonu hoِQX MuPiِɪiِ「いとこは⧷語の本が⺒める。」 
 
２．㧟．㧟  ᩰ 
述語のさししめすേ૞の⋥ធ的なኻ⽎をあらわす。同様の↪法が  の o৸Ea ᩰにも
ߺとめられるがޔどߜらも同⒟ᐲに↪いられているようである。଀え߫ޔ以下の ޔ
ޔ の同ߓ⸶ᢥからの೎の↪଀ではޔo৸Ea ᩰ形ᑼも⃻れている。 
 পiVanu NuޞiWaِ NuVuޞi nuPiEa ^no৸ޞiNNaMa৸no৸ޞiޞo৸`「ක者がくれたくすりをのめ߫
なおるだࠈう。」 
 NaG]uNoWu niِPuِnu পaVVa৸ hanaNoMeِPu ^ho৸oNaMaho৸o৸Ma`「๺ሶのとおなߓߍ
たを⧎ሶにもかってやࠈう。」 
 Zano৸ NiMu৸Ma ɪiِEuِ PiޞaِWফaِGo৸「おれはきのうはᣂ⡞をよまなかった。」 
 PaСo৸ Paِॼu৸ NaZaGaNe NaPiِ「ቊはまࠎߓࠀうを⊹だけ㘩ߴる。」 
 Wuॼe৸ِ Mi৸ ^WuNNa߽aWuNNaɪiِ`「ᆄにᄕ㘵を૞らせる。」 
 nu৸ ho৸NaMa৸「なにを⾈おうか。」 
 
േ૞のかかわる場所をあらわす（場所ฬ⹖）。なおの⋥ធኻ⽎と同ߓくޔo৸Ea ᩰに
も同様の↪法がߺられる。 
 ɥiNo৸ॼo৸Na߽e৸ পuِ Pi߽i Wu৸ޞe৸Ni Mo৸「ⓨ᷼ならこっߜの㆏を行きなさい。」 
 Pi߽inu PaِnaNa পaW߽iEa পiNaِ Go৸「㆏のまࠎなかをあるいてはいけない。」 
 
ੱ⒓代ฬ⹖のうߜ１ੱ⒓ޔ２ੱ⒓代ฬ⹖のන数形はㅪ૕ୃ㘼語となるのに  ᩰ形ᑼ
をとる。なおޔ ੱ⒓ⶄ数は੹࿁の調査では⏕⹺できなかった。またޔㅪ૕ୃ㘼語となる
nu ᩰの場合と同ߓくޔ ᩰでも形ᑼฬ⹖的な「の」に⋧ᒰする↪法はߺとめられていない
（ޔ 㧖  は଀ᢥのㅙ語⸶）。 
 Za৸ Ne৸Ma ॼa৸n՝i পaޞi Moপ「おれの㎓はどこにある。」  
 ɸuِ ^haɪa৸haVa৸` Za৸ PuِGo৸「その஺がおれのだ。」その஺がおれのものだ。 
 Guِغa Ga৸ haVa Mo「どれがおまえの═だ。」 
 পuِ পuVuNNi৸Ma Ga৸ Puِna「その߰ࠈしきはおまえのか。」その߰ࠈしきはおま
えのものか。 
 
なおޔ ଀のߺだが nu ᩰ形ᑼが↪いられている↪଀も⃻れたFI。またޔ状態の
ਥ૕をあらわす  ᩰ形ᑼの↪଀もߺられたFI。 
FI  ^ZanuِZaِQX` Nফe৸Ma ˍa৸n՝i ^পaޞiMoপaِGo৸`「おれの㎓はどこにある。」 
 পMu৸Moޞi niNuGu WaNaVaGo৸「㝼より⡺のほうが高い。」㝼より⡺ぞ高いよ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２．㧟．㧠 o৸Ea ᩰ 
述語のさししめすേ૞の⋥ធ的なኻ⽎をあらわす。すでに述ߴたようにޔ ᩰ形ᑼ
と૬↪されている。 
 পaॼi৸Ma NফaِPaNaޞa ^পuPiNa߽iপuPi ੓e৸` Mফu৸R৸Ea WuِMa পiॼaِGo৸「ߓいさࠎはᦺから
ᶏ߳㝼をとりにいった。」 
 uWu੓o৸ Ge৸e৸ NaСoREa WফuNuWফaِGo৸「ᄦは┻でかごをつくった。」 
 Wuˍieِ Mi৸MR৸Ea ^WVuNNa߽iWuNNa ɪiِ`「ᆄにᄕ㘵を૞らせる。」 
 NaॼuNonu PuِWu WফiWuPuِ aVVa৸R৸Ea hanaNoePu ho৸e৸ NuޞiޞiMo৸「๺ሶのとおなߓ
ߍたを⧎ሶにもかってやࠈう。」 
 PaСo৸ Paِˍu৸R৸Ea ZফaEe৸GaNi NaPiِGo৸「ቊはまࠎߓࠀうを⊹だけ㘩ߴる。」 
 
േ૞のかかわる場所をあらわす（場所ฬ⹖）。⋥ធኻ⽎とは異なりޔ↪଀は少ない。 
 ɪiޞu Wuޞi৸Сa WiِWo৸REa WuEuِ「⌀っ⊕な㠽がⓨを㘧ࠎでいる。」 
 
２．㧟．㧡 eِ ᩰ 
േ૞のあいてや基Ḱなどޔ㑆ធ的なኻ⽎をあらわす。 
 NaG]uoWu niِPuِnu পaVVa৸ hanaNoMHِPu ^ho৸oNaMaho৸o৸Ma`「๺ሶのとおなߓߍた
を⧎ሶにもかってやࠈう。」 
 পuِ hanaVe৸ ^WuॼeِWuॼiHِ`GaNi NiNa߽aِ「その⹤はᆄにだけ⡞かせた。」 
 পuِ hanaɪi ੓e৸ WuॼiGaNi ੓H৸ ߽iNa߽aِGo৸「その⹤はᆄにだけ⡞かせた。」その⹤はᆄだ
けに⡞かせたよ。 
 পuPa৸Ma পuPiMHِ ߽iNaVaِ Puneِ Munu PaVaِ「ここはᶏにߜかいので㝼がうま
い。」 
 hanaNo৸ Wফuޞanu পoNNan՝e৸ Mu৸ ^ni৸Mo৸ޞini৸o৸ޞi` Ma৸「⧎ሶは㗻がかあさࠎによくૃて
いる。」পoNNan՝e৸㧨পoNNaِ㧗H৸ 
 
 うけߺᢥや૶ᓎᢥでޔേ૞のਥ૕も eِ ᩰであらわされる。 
 ɪaEuޞo৸Ma ˍiޞo৸e৸ ^Eo৸Сuɪi৸`e৸ পuWফaWফaِ 「ਃ㇢は次㇢に᫔でなߋられた。」 
 hanaNo৸ পaِPa৸H৸ PuِoEa NaPaɪe৸ PuޞaWফaِGo৸「⧎ሶはかあさࠎにごはࠎをたߴ
させてもらった。」 
 WuˍiHِ Mi৸Mo৸Ea ^WVuNNa߽iWuNNa ɪiِ`「ᆄにᄕ㘵を૞らせる。」 
േ૞や状態のかかわるとこࠈޔേ૞や状態がなりたつときをあらわす。 
 পiWuNunu পuGo৸ ManԌnu ^পuZe৸Zi৸Hِ` ɸuVeِ aِ 「いとこのᏓ࿅がやߨの上にほし
てある。」 
 PaСo৸nu পuGuNaޞa Wo৸N՝o৸MHِ পuِ「ቊが෰年から東京にいる。」 
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 haNunu naNaH৸ Paِˍu৸nu ɪaِVa পaNNa ZaNaޞaِ^Na৸na৸`「▫の中にまࠎߓࠀうが
いくつあるとおもうか。」 
 পaِ MaPaMHQR৸ পinoɪiɪinu পuِEe৸ॼa「あのጊにはいのししがいるそうだ。」 
 ɥiNo৸Ni ੓e৸ ɥiW߽i৸H৸ পiNNaiɪiNa ne৸ޞaِGo৸ 「㘧行機は一日に一࿁しかない。」 
 
 േ૞や状態がなりたつ場所をあらわす（場所ฬ⹖）。 
 MoॼiPaGe৸ MeNi ੓H৸ Pa߽o৸ޞiMo৸「྾時まで㚞でまっておれ。」 
 Pi߽iH৸ СaNNo৸nu ɪiِVe৸Wu o৸WaِGo৸「㆏で学ᩞのవ↢に会った。」 
 ɸuِ পuZaСe৸ naِPa পoNinaZaH৸ n՝iɪeِMeِɪe৸ hoWaِGo「この上⌕はこのまえ沖縄
でੑජ౞で⾈った。」 
 
㆏ౕޔ手Ბをあらわす。 
 পoNinaZan՝i ੓e ɸuni ੓H৸ পiN՝uِMuޞi ɥiNo৸Ni ੓H৸ পiॼaِ ho৸غa MuWaVaِGo৸「沖縄には⦁で行
くより㘧行機で行ったほうがいい。」 
 n՝iPuWunu পuEuVVa Puِnaޞe Wফaޞi ੓H৸ Pu߽e৸ˍaِGo৸「⩄‛が㊀かったのでޔੑੱ
でもった。」 
 VaEuޞo৸^ZaMa` ˍiޞo৸ni Сuɪi৸^GeheِMHِ` পuWaWWaِ Go৸ 「ਃ㇢は次㇢に᫔でなߋ
られた。」 
 
᧚ᢱやේᢱなどの᭴成要⚛をあらわす。 
 uWu੓o৸ Ge৸H৸ NaСooEa WফuNuWফaِGo৸「ᄦは┻でかごをつくった。」 
 
ේ࿃をあらわす↪法もߺられた。上ཅ㋕方言でもޔฬ⹖ MaPai（∛᳇）の eِ ᩰのほ
かޔേ⹖ MaPMui（∛む）の中ᱛ形の↪଀が⃻れているFI。 
 hanaNo৸ NiMu৸Naޞa MaPai ੓H৸ n՝iِEoِGo৸「⧎ሶはきのうから∛᳇でߨている。」 
FI  hanaNo৸ Vu৸Naޞa MaPeِ n՝iِEuِ 「⧎ሶはきのうから∛᳇でߨている。」⧎ሶは
きのうから∛ࠎでߨている。 
 
⒖േの೔⌕点をあらわす。 
 ِ৸ haWe৸^MHH` Zaِnu পiNiِ「うࠎޔ⇌߳はおれがいく。」 
 পaˍi৸Ma NফaِPaNaޞa ^uPiNa߽iuPiMH৸` পMu৸ Wuِn՝a পiˍaGo৸「ߓいさࠎはᦺからᶏ
߳㝼をとりにいった。」 
 
 以上␜してきた eِ ᩰの各↪法についてޔ㑆ធኻ⽎ޔേきにかかわるとこࠈ・とき
は n՝i ᩰとޔേきがなりたつ場所は ॼeِ ᩰとޔ㆏ౕޔ手Ბޔ᭴成要
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⚛ޔේ࿃は Veِ ᩰとޔ೔⌕点は Na߽i ᩰとޔそれぞれ㊀なっている。 
 
２．㧟．㧢 n՝i ᩰ 
േ૞のあいてや基Ḱなどޔ㑆ធ的なኻ⽎をあらわす。eِ ᩰにも同様の↪法がߺられ
る の。 
 Na]uNonu PuِWu MiِPuِ СeWao hanaNoQ՝LPu ho৸eِ WuޞaVo৸「๺ሶのとおなߓߍたを
⧎ሶにもかってやࠈう。」 
 পuPa৸Ma uPiQL ߽iNaVaِnaWi পMunu ^পPaVaِGo৸uPaVaِGo৸`「ここはᶏにߜかいの
で㝼がうまい。」 
 hanaNo৸ পaِPa৸^e৸Q՝L` Wuޞa৸ WফiWuPuِGo৸「⧎ሶは㗻がかあさࠎによくૃている。」 
 
うけߺᢥや૶ᓎᢥでޔേ૞のਥ૕も n՝i ᩰであらわされる。 
 VaEuޞo৸Za ॼiޞo৸^Q՝Leِ` Eo৸Veِ পuWaWWaِ「ਃ㇢は次㇢に᫔でなߋられた。」 
 hanaNo৸ ^পoNNaপoNNaِ`QL Puِ^ZoEaMoEa` NaPaVaޞoِGo৸「⧎ሶはかあさࠎにご
はࠎをたߴさせてもらった。」 
 
േ૞や状態のかかわるとこࠈޔേ૞や状態がなりたつときをあらわす。この↪法は
eِ ᩰでもあらわされるの。 
 পiWuNunu ^ɸuWuِnuপuGunu` Mফaِɥiޞa৸nu ^u੓i৸Q՝Lu੓i৸e৸` ɸuɪaޞi「いとこのᏓ࿅が
やߨの上にほしてある。」 
 PaСo৸ ɸuGuNaޞa Wo৸N՝o৸^Me৸Q՝L` uِGo৸「ቊが෰年から東京にいる。」 
 ha߽iСa߾uQ՝L ੓H৸ PuGuޞeِ ɪiNNaPu ZaNaޞaِGo৸We৸「八月にはᏫってくるようだ。」 
 
ᄌ化の⚿果をあらわす。これは eِ ᩰにはߺられない↪法である。また  ᩰ形ᑼの↪
଀が⃻れているがޔ↪଀数自૕が少ないためさらなる調査が必要である。 
 ɸuGu পiWuNunu ߽u৸СaNNo৸nu ɪiِɪe৸Q՝L naWaِGo৸ 「෰年いとこが中学ᩞのవ↢にな
った。」 
FI  huGu৸ পiWoNoغa ߽u৸СaNNo৸nu ɪiِVe৸ naWaِGo৸「෰年いとこが中学ᩞのవ↢にな
った。」෰年いとこが中学ᩞのవ↢なったよ。 
 
なお上ཅ㋕方言でもޔn՝iޔeِ ともに⒖േേ૞の目的をあらわすのには↪いられない
．．．．．．
。 
FI  পaॼi৸Ma NফaِPaNaޞa ^পuPiNa߽iপuPi ੓e৸` Mফu৸o৸Ea WuِMa পiॼaِGo৸「ߓいさࠎはᦺ
からᶏ߳㝼をとりにいった。」 
 পoNNa৸Ma ZaِNa߽i Puِ ho৸iMa পiˍaِ Go৸「かあさࠎはᏒ場߳⾈‛に行った。」 
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 পaِPa৸Ma পa߽a Wo৸N՝o৸Na߽i MiِغaِNফaِnaޞi পo৸iMa পi^߽N`iِGo৸「かあさࠎはあし
た東京߳むすこに会いにいく。」 
 
２．㧟．㧣 Veِ ᩰ 
㆏ౕޔ手Ბをあらわす。eِ ᩰにも同様の↪法がߺられる の。 
 n՝iPo߾unu ^পuEuVVaޞeِপuEuVaWWaِ Puneِ` পWaޞiVHِ PuWWɪaِ 「⩄‛が㊀かった
のでޔੑੱでもった。」 
 VaEuޞo৸Za ॼiޞo৸^n՝ieِ` Eo৸VHِ পuWaWWaِ「ਃ㇢は次㇢に᫔でなߋられた。」 
 ɸuِ পuZaСe৸ naِPa পoNinaZae৸ n՝iɪeِMeِɪH৸ hoWaِGo「この上⌕はこのまえ沖縄
でੑජ౞で⾈った。」 
 
᧚ᢱやේᢱなどの᭴成要⚛をあらわす。この↪法もޔeِ ᩰに㊀なる の。 
 uWWo৸ Ge৸KH৸ Vo৸Ei WuNuWaِGo৸「ᄦは┻でかごをつくった。」 
 
ේ࿃をあらわす↪法もߺられた。上２つの↪法と同ߓくޔやはり eِ ᩰにもߺられる
↪法である の。 
 hanaNo৸ ߽iMu৸Naޞa MaPai^VHِVH৸` niِEoِ Go৸「⧎ሶはきのうから∛᳇でߨてい
る。」 
 
２．㧟．㧤 ॼeِ ᩰ 
うごきや状態がなりたつ場所をあらわす（場所ฬ⹖）。同様の↪法が eِ ᩰにもߺられる
 の。 
 MoॼiPaGi MeNi^MeॼHِ` Pa߽o৸ޞi Mo৸「྾時まで㚞でまっておれ。」 
 Pi߽LॼHِ СaNNo৸nu ɪiِVe৸Wu পo৸Wa 「㆏で学ᩞのవ↢に会った。」 
 পuِ পuZaСe৸ naِPa৸Wa পoNinaZa]Hِ n՝iVeِeِ]eِ No৸Waِ「この上⌕はこのまえ沖縄
でੑජ౞で⾈った。」（注  もෳᾖ） 
 
 また次の↪଀ではޔॼeِ ᩰޔn՝i ᩰޔeِ ᩰの㧟形ᑼでࠁれがߺとめられた。場所ฬ⹖がこ
れらのᩰ形ᑼをとる場合ޔそのᢥ法的ᗧ๧がかなりㄭߠくことが┍える。 
 পoNinaZa^ॼHQR৸n՝en՝o৸Meno৸` ^PiGGaVaِPiِGaVaِ` Nফaɪinu পaِ 
２．㧟．㧥 Na߽i ᩰ 
⒖േの೔⌕点をあらわす。同様の↪法が eِ ᩰにもߺられる の。 
 Ga৸ ^haWe৸Na߽LhaWe৸n՝i` ^পiNiMo৸পiNiِMa`「おまえが⇌߳行け。」 
 পi৸ haWe৸Na߽H৸ Zaِnu পiNa「うࠎޔ⇌߳はおれがいく。」 
 ॼi৸Vano৸ NaِPaNaޞa পuPiNa߽L Mu Wuِn՝a পiॼaِ「ߓいさࠎはᦺからᶏ߳㝼をとりに
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いった。」 
 
 上の↪଀  では n՝i ᩰも⃻れている。その他に೔⌕点 の n՝i ᩰの↪଀はߺられない
のだがޔ⸶ᢥを「⇌に」などのようにすれ߫ޔ多くの↪଀が⃻れるだࠈう。 
 
２．㧟．１㧜 Wu ᩰ 
⋧੕的なേ૞のあいてをあらわす。 
 ˍiޞo৸Ma পuWWunu VaEuޞo৸WX ɪiW߽iWফaِGo৸「次㇢はおとうとのਃ㇢とけࠎかした。」 
 PiW߽i ੓e৸ СaNNo৸nu ɪiِɪe৸^WXe` o৸WফaِGo৸「㆏で学ᩞのవ↢に会った。」㆏で学ᩞ
のవ↢と会った。 
 
⋧੕的な㑐ଥがなりたつޔ一方のኻ⽎をあらわす。 
 NaPeِ n՝iِEiGaNi naޞiEa পiِغa৸Ma Сuޞu৸WX ^MiِPuِপiVVu` ॼa「㘩ߴてߨるだけなら 
いߧやߨことおなߓだ。」 
 NaॼuNonu PuِWX WফiWuPuِ aVVa৸o৸Ea hanaNoePu ho৸e৸ NuޞiޞiMo৸「๺ሶのとおなߓ
ߍたを⧎ሶにもかってやࠈう。」๺ሶのものとおなߓߍたを⧎ሶにもかってやࠈう。 
 
２．㧟．１１ Naޞa ᩰ 
⒖േの಴発点やേ૞や状態の開ᆎ時点などޔコトࠟ࡜の⿠点をあらわす。 
 PaСo৸ পiWu Wo৸N՝o৸Naޞa PuGuޞiNNa「ቊはいつ東京からᏫるか。」 
 PaСo৸nu পuGuNaޞa Wo৸N՝o৸Meِ পuِ「ቊが෰年から東京にいる。」 
 পaॼi৸Ma NফaِPaNaޞa ^পuPiNa߽iপuPi ੓e৸` Mফu৸o৸Ea WuِMa পiॼaِGo৸「ߓいさࠎはᦺから
ᶏ߳㝼をとりにいった。」 
 
ේᢱをあらわす↪法も⷗られた。᧚ᢱなどを表す Veِ ᩰޔeِ ᩰとの૶い分けについ
てのさらなる調査が必要である。 
 ɪe৸Ma ɸuPiNaޞa WuNuޞiِGo৸「㈬は☨からつくる。」 
 
 １଀だがޔേ૞にかかわる場所以下の↪଀ではㅢりㆊ߉る場所をあらわす↪଀もߺ
られた。Naޞa ᩰのこの↪法は℄⃿語全૕に⷗られるものでありޔ上ཅ㋕方言にも保たれて
いることがわかる。 
 Pi߽inu PaِnaNaNaޞa৸ পaW߽iEa পiNaِGo৸「㆏のまࠎなかをあるいてはいけない。」
㆏のまࠎなかからあるいてはいけない。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２．㧟．１２ PaGi ᩰ 
േ૞や状態のおよ߱▸࿐をあらわす。なおޔ↪଀  はⶄ合ㅪ૕ᩰの଀である。 
 ॼiޞo পuِ n՝iPoWo৸ Ma৸PaGL haِn՝iMeِ iॼeِNuޞi「次㇢ޔこの⩄‛をኅまでかついで
行ってくれ。」  
 MoॼiPaGH৸ MeNi ੓e৸ Pa߽o৸ޞiMo৸「྾時まで㚞でまっておれ。」྾時までは㚞でまって
おれ。㧖PaGe৸㧨PaGi㧗Ma 
 পo৸VaNaNaޞa Wo৸N՝o৸PaGLQX NiVaWɪino৸ VaِVaNaMa৸「ᄢ㒋から東京までのᴁゞ⾓はい
くらだࠈうか。」 
 
２．㧟．１㧟 PaGin՝i৸ᩰ 
േ૞がそのときよりもまえに成立するޔあるいは成立したことをあらわす。PaGi ᩰでも
⃻れているがޔいずれも↪଀が少ないためޔさらなる調査が必要である。 
 СoॼiPaGLQ՝L৸ PuGuޞaِEa naޞaِGo৸「㧡時までにᏫらなくてはならない。」 
FI  СoॼiPaGL PuGuޞaِEa naޞaِ「㧡時までにᏫらなくてはならない。」 
 
２．㧟．１㧠 ᩰの๟ㄝ（あるいは๟ㄝ的なᩰ） 
ここではޔ⃻代日本語共ㅢ語の「より」ޔᒁ↪の「と」にኻᔕする形ᑼを᜼ߍる。 
 
２．㧟．１㧠．１ MuޞiPuMuNNaPu 
Ყセの基Ḱをあらわす。 
 NiMu৸ ɪu৸MXޞL haGinu ^প߽uVaޞiপ߽uVaWaِGo৸`「きのうは੹日より㘑がᒝかった。」 
 ^MফuMXNaPXMফuMXޞLPX` n՝iNunu ^ho৸nuho৸غa` WaNaɪaِGo৸「㝼より⡺のほうが高
い」㝼よりも⡺のほうが高い。 
 
２．㧟．１㧠．２ Weِ 
⹤や⠨えの内ኈをあらわす。 
 haNonu naNaMeno৸ Paِॼu৸nu ^পiNফuWফuVaِVa` পaِWeِ পuPi৸ޞiMo「▫の中にまࠎߓࠀ
うがいくつあるとおもうか。」 
 
２㧚㧠 ਛ㉿ 
 中㉿方言には以下の  のᩰ形ᑼと２つの๟ㄝ的な形ᑼがߺとめられる。 
 
２．㧠．１ غa ᩰ 
述語のさししめすേ૞ޔᄌ化ޔ状態のਥ૕をあらわす。このときޔغa ᩰฬ⹖はᓥዻ
▵にも⃻れることができる（ޔ）。 
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 ^ɪiޞuGuޞi৸ŋaPaɪɪiޞu৸ Wuiŋa` WiِWo৸oEa ^WuGuiMa৸WuGuVo৸Ma৸`「⌀っ⊕なとりがⓨ
を㘧ࠎでいる。」 
 পa পaPiŋa ɸuWiW߽i৸「あޔ㔎が㒠ってきた。」 
 ɸuGu পiWuNuŋa ߽u৸СaNNo৸nu ɪiِVe৸n՝i naWফaِGo৸「෰年いとこが中学のవ↢になっ
た。」 
 পaِ MaPan՝i ੓e৸ inuɪiɪiŋa পuِ neVVuiMa৸「あのጊにはいのししがいるそうだ。」 
 পiVaŋa NuޞiWaِ NuVui nuPiEa no৸Muޞo৸「ක者がくれたくすりをのめ߫なおるだࠈ
う。」 
  n՝i৸ŋa পuEuVVaWaِNaޞa Wফaiॼi PuW߽aِGo৸「⩄‛が㊀かったのでޔੑੱでもった。」 
 
またޔいわࠁる総記 の↪法もߺとめられる。 
 Gaغa haWe৸Сa߽i পiNi「おまえが⇌߳行け。」 
 পiِ haWe৸Сa߽e৸ Zaŋa পi߽ui「うࠎޔ⇌߳はおれが行く。」 
 Giِŋa Ga৸ haVaMo৸「どれがおまえの═だ。」 
 পuِ haVaŋa Za৸ PuِGॼa「その஺がおれのだ。」 
 
ᗵᖱや⢻ജのኻ⽎をあらわす。なおޔこの方言では Ea ᩰの↪଀はあらわれなかった。 
 Paغa৸Ma Nফaɪiŋa Vu߽uِGo৸「ቊはお⩻ሶがᅢきだ。」 
 Zano৸ Wo৸nu VaɪiPiŋa ^NaِEuVai$NaِEuVaMa৸%`「おれはⱆのさしߺが㘩ߴた
い。」 
 পiWuNo৸ Me৸Сonu hoِŋa Mun՝uِVui「いとこは⧷語の本が⺒める。」 
 
２．㧠．２ nu ᩰ 
あとに⛯くฬ⹖ฏをୃ㘼するㅪ૕ୃ㘼語となりޔそのዻ性や㑐ଥするものをあらわす。
なお上ཅ㋕を㒰く他の方言と同ߓくޔnu ᩰをとるฬ⹖ฏは１ੱ⒓ޔ２ੱ⒓代ฬ⹖を㒰き
（ ෳᾖ）೙㒢されていない。 
 পiWoNoQX huWuِغa Maninu i৸n՝i hu߽aِ Go৸「いとこのᏓ࿅がやߨの上にほしてあ
る。」 
 ˍiޞo৸Ma পuWWuQX VaEuޞo৸Wu ɪiWW߽iWi「次㇢はおとうとのਃ㇢とけࠎかした。」 
 Ga৸Ma পuِ পiMu৸QX na৸ ɪiW߽uِ^Man՝a`「おまえはこの㝼のฬまえを⍮っているか。」 
 haNuِ na৸n՝i ੓e৸ Paِॼu৸غa VaِVa পaِ߽i পuPuMuiMo「▫の中にまࠎߓࠀうがいくつあ
るとおもうか。」 
 Pi߽iॼi СaNNo৸QX ɪiِVe৸n՝i পo৸Wফi「㆏で学ᩞのవ↢に会った。」 
 
また中㉿方言の nu ᩰも「13nu 13」で↪いられるのが基本であるがޔ⃻代日本共ㅢ
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語の形ᑼฬ⹖的な「の」に⋧ᒰする↪法も少なからず⃻れている（FI）。以下の↪଀では
（ ）に଀ᢥのㅙ語⸶を記す。 
 পuِ haPa৸ Waޞo৸QX Puِ na「この㎨はᄥ㇢のか。」その㎨はᄥ㇢の㎨か。 
 পuޞe৸ পuWWu৸QX PuِNaPu ZaNaޞa৸「それはおとうとのかもしれない。」（それはおと
うとのものかもわからない。） 
 পuِ ɪiِEuno৸ Vu৸QX Puِ Go৸ ߽in՝u৸QX Puno৸ পuޞi Go৸「そのᣂ⡞はきࠂうのだ。ᤓ
日のはこれだ。」（そのᣂ⡞は੹日のものだ。ᤓ日のものはそれだ。） 
FI  পuِ haPa৸ ^Waޞo৸QX ^naNa`Waޞo৸VunaWaޞo৸nu Puِna`「この㎨はᄥ㇢のか。」 
 পuޞe৸ পuWWu৸QX NaPu ZaNaޞa৸「それはおとうとのかもしれない。」 
 পuِ ɪiِEuno৸ Vu৸QXGa Nin՝u৸nu Puno৸ পuޞiॼa「そのᣂ⡞はきࠂうのだ。ᤓ日の
はこれだ。」 
 
ਥ▵ਥ語となる。中㉿方言の غa ᩰと nu ᩰもޔਥᩰとዻᩰとしてのᓎഀ分化がかな
り進ࠎでおりޔਥ▵ਥ語としてのnu の಴⃻はޔᔒᚭ᪖方言に⷗られたものと同ߓޔᗵགྷ
形ᵄ✢ㇱなどとの๭ᔕに㒢られるようであるޔFI。だが同時に غa ᩰとᗵགྷ
形とのくߺあわせも⃻れておりFIޔਥ語となる nu ᩰの↪法はほぼ失われている。 
 Pi߽iQX oiޞuVa Ma৸「㆏がᐢいなあ。」 
FI  Pi߽iŋa ɥiޞuVaiMa৸「㆏がᐢいなあ。」 
 Pi߽iŋa ɥiޞuVa Ma৸「㆏がᐢいなあ。」 
 
ᓥዻ▵ਥ語ではnu も少なからず⃻れている。だがこれらのnu は⸶ᢥの「の」にኻᔕし
て↪いられているにす߉ずޔやはりޔਥᩰ↪法における غa との૶い分けは失われている。 
 পaِ Pi৸QX পuEiVaِ পiޞuQX ɪiޞuVaِ পiِغaMa Waޞu^MoNai`「あの目のおおきいޔ⦡の
⊕い↵はだれだࠈう。」 
 পaPiQX huMuِ he৸ ^পaِPaপani৸`Ma Ma৸ॼi WeޞeEiEe৸ Pi߽ui「㔎の߰る日には߫あさࠎ
はኅでテ࡟ࡆ߫かり⷗ている。」 
 
２．㧠．㧟  ᩰ 
述語のさししめすേ૞の⋥ធ的なኻ⽎をあらわす。同様の↪法が  の Mo৸Ea ᩰに
もߺとめられޔ ᩰとともに↪いられている。 
 পiVaغa NuޞiWaِ NuVui nuPiEa no৸Muޞo৸「ක者がくれたくすりをのめ߫なおるだࠈ
う。」 
 Zano৸ ߽in՝u৸Ma ɪiِEuِ MuPaِWi「おれはきのうはᣂ⡞をよまなかった。」 
 পaॼi৸Ma NফaPaNaޞa ^পuP՝i ੓e৸পuPiСa߽i` পiMu Wu੓iِMa পiॼaِ「ߓいさࠎはᦺからᶏ߳㝼
をとりに いった。」 
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 PaСo৸Ma Paِˍu৸ ha৸GaNi Nan՝ui「ቊはまࠎߓࠀうを⊹だけ㘩ߴる。」 
 nu৸ ho৸MuNNa「なにを⾈おうか。」 
 
 غa ᩰとࠁれてはいるがޔᗵᖱのኻ⽎をあらわす  ᩰ形ᑼの↪଀もߺられた。 
 Zano৸ Wo৸nu ^VaɪiPغaVaɪiPiGuVaɪiPi` NaِEuVai「おれはⱆのさしߺが㘩ߴた
い。」 
 
േ૞のかかわる場所をあらわす（場所ฬ⹖）。の⋥ធኻ⽎と同ߓく Mo৸Ea ᩰにも同
様の↪法がߺとめられޔともに↪いられている。 
 Pi߽iِ Paِna৸ পaW߽e৸ পiNaِ Go৸「㆏のまࠎなかをあるいてはいけない。」 
 
ੱ⒓代ฬ⹖のうߜޔ１ੱ⒓代ฬ⹖ޔ２ੱ⒓代ฬ⹖（න数）はㅪ૕ୃ㘼語となるのにޔ
nu ᩰではなく  ᩰ形ᑼをとる。またޔㅪ૕ୃ㘼語となる nu ᩰの場合と同ߓくޔ ᩰでも
形ᑼฬ⹖的な「の」に⋧ᒰする↪法はߺとめられていない（ޔ 㧖  は଀ᢥの
ㅙ語⸶）。 
  Za৸ Ne৸Ma ॼa৸n՝iGu পaޞu「おれの㎓はどこにある。」  
 পuِ haVaغa Za৸ Puِˍa「その஺がおれのだ。」その஺がおれのものだ。 
 Zaِna৸ পaॼi৸Ma Ve৸Pu WaEaNuPu nuPa৸「うߜのߓいさࠎは㈬もた߫こものまない。」 
 Giِغa Ga৸ haVaMo৸「どれがおまえの═だ。」 
 পuِ huޞuɪiNe৸ Ga৸ Puِ na「その߰ࠈしきはおまえのか。」その߰ࠈしきはおまえ
のものか。 
 
  ᩰ形ᑼをとってㅪ૕ୃ㘼語になるࡅト࿕有ฬ⹖（ੱฬ）の↪଀も⷗られた。ᔒᚭ᪖方
言場合と同ߓくޔ↪଀が１଀のߺޔまた㧟ੱ⒓代ฬ⹖の↪଀はないためޔ੹ᓟさらなる調
査が必要である。 
 ^Na]uNonuWuNa]uNo aVVa৸Wu` ^Miِ PuِWফiWu পaVVa৸`o৸Ea hanaNon՝iPu ho৸Wi ^Wuޞa 
Vo৸Nuޞiޞo৸`「๺ሶのとおなߓߍたを⧎ሶにもかってやࠈう。」^๺ሶのと๺ሶߍたと`
おなߓ^ものߍた`を⧎ሶにもかってやࠈう。 
 
またޔ⹤者によっては  ᩰではなく nu ᩰが↪いられることもあるようである。 
FI  ZaِQX Nফe৸Ma ˍa৸ni ^পaVVu Mo৸পaNNai`「おれの㎓はどこにある。」 
 
２．㧠．㧠 Mo৸Ea ᩰ 
述語のさししめすേ૞の⋥ធ的なኻ⽎をあらわす。 
 Paغa৸Ma Paِˍu৸R৸Ea ha৸GaNiGu Nan՝ui「ቊはまࠎߓࠀうを⊹だけ㘩ߴる。」 
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 Na]uNonu PuِWu WiWu СeWaMR৸Ea hanaNon՝iPu ho৸Wi WuޞaVo৸「๺ሶのとおなߓߍた
を⧎ሶにもかってやࠈう。」 
 uWo৸ Ge৸ॼi NaСuMR৸Ea ^WফuNuWiWফuNuWaِ`「ᄦは┻でかごをつくった。」 
 hanaNo৸ পoNNaِn՝i СohaِMR৸Ea NaPa߽i PuޞaWWফi「⧎ሶはかあさࠎにごはࠎをたߴ
させてもらった。」 
 
േ૞のかかわる場所をあらわす（場所ฬ⹖）。⋥ធኻ⽎の↪法と同ߓくޔこの↪法で
も  ᩰのほうがఝ൓のようである。 
 Paɪɪiޞu৸ Wuiغa VoޞaMR৸Ea WuGui「⌀っ⊕な㠽がⓨを㘧ࠎでいる。」 
 ɥiNo৸ॼo৸ naޞiEa পuِ Pi߽iMR৸Ea পiNi Mo৸「ⓨ᷼ならこっߜの㆏を行きなさい。」 
 Pi߽inu Paِna৸R৸Ea পaW߽e৸ পiNaِGo৸「㆏のまࠎなかをあるいてはいけない。」 
 
２．㧠．㧡 n՝i ᩰ 
േ૞のあいてや基Ḱなどޔ㑆ធ的なኻ⽎をあらわす。 
 Pi߽iॼi СaNNo৸nu ɪiِVe৸Q՝L পo৸Wফi 「㆏で学ᩞのవ↢に会った。」 
 পuِ hanaVi ੓e৸ WuॼiQ՝LEe৸i ߽iNa߽aِ「その⹤はᆄにだけ⡞かせた。」 
 পuPa৸ পuPiQ՝L ߽iNaVaِСaޞa পiMuغa PaVai「ここはᶏにߜかいので㝼がうまい。」 
 hanaNo৸ Wফuޞaغa পoNNaِQ՝L Mu৸ n՝i߽uiMa৸「⧎ሶは㗻がかあさࠎによくૃている。」 
 
 うけߺᢥや૶ᓎᢥでޔേ૞のਥ૕も n՝i ᩰであらわされる。 
 WuॼiQ՝L Mi৸o৸Ea WফuNuޞaVui「ᆄにᄕ㘵を૞らせる。」 
 VaEuޞo৸Ma ˍiޞo৸Q՝L EuWWo৸ॼi পuWaWWi「ਃ㇢は次㇢に᫔でなߋられた。」 
 
േ૞や状態のかかわるとこࠈޔേ૞や状態がなりたつときをあらわす。 
 পiWuNunu পuGuغa পMaِɥiޞa৸Q՝L ^ɸu߽i পaiɸu߽ai`「いとこのᏓ࿅がやߨの上にほして
ある。」 
 PaСo৸غa huGuNaޞa Wo৸N՝o৸Q՝L পui「ቊが෰年から東京にいる。」 
 haNuِ na৸QL Paِˍu৸غa পiNuWu পaِ߽i পuPuMuNNo「▫の中にまࠎߓࠀうがいくつあ
るとおもうか。」 
 ɥiNo৸Ne৸ ɥiW߽i৸Q՝L পiNNaiɪiNa ne৸「㘧行機は一日に一࿁しかない。」 
 ha߽iСa߾uQ՝L ੓H৸ PuGuWi Vuِ neVVuiMa৸「八月にはᏫってくるようだ。」 
 
ᄌ化の⚿果をあらわす 
 ɸuGu পiWuNuغa ߽u৸СaNNo৸nu ɪiِVe৸Q՝L naWফaِGo৸「中学ᩞのవ↢になった。」 
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なおޔ中㉿方言のn՝i も⒖േേ૞の目的をあらわすのには↪いられない。 
FI  পaॼi৸Ma NফaPaNaޞa ^পuP՝i ੓e৸পuPiСa߽i` পiMu Wu੓iِMa পiॼaِ「ߓいさࠎはᦺからᶏ
߳㝼をとりにいった。」 
 পoNNano৸ পi߽iEaСa߽i ɪina ho৸iِn՝a পiॼi「かあさࠎはᏒ場߳⾈い‛に行った。」か
あさࠎはᏒ場߳ຠ⾈いに行った。 
 
２．㧠．㧢 ॼi ᩰ 
㆏ౕޔ手Ბをあらわす。 
 পoNina৸^n՝e৸Сa߽i` hun՝iॼL পi߽uNNaPu oiNo৸NiॼL পiॼaِ ho৸غa MuWaVVai「沖縄には⦁
で行くより㘧行機で行ったほうがいい。」 
 n՝i৸غa পuEuVVaWaِNaޞa WফaiॼL PuW߽aِGo৸「⩄‛が㊀かったのでޔੑੱでもった。」 
 পuِ পuZaСe৸ n՝aِPa পoNina৸ॼi n՝iVeِeِॼL ho৸Wi「この上⌕はこのまえ沖縄でੑජ౞
で⾈った。」 
 
᧚ᢱやේᢱなどの᭴成要⚛をあらわす。 
 uWo৸ Ge৸ॼL Vo৸ɥiِNফa৸o WফuNuWফaِ「ᄦは┻でかごをつくった。」 
 
うごきや状態がなりたつ場所をあらわす（場所ฬ⹖）。 
 MoॼiPaGi MeNiॼL PaW߽uޞiMo৸「྾時まで㚞でまっておれ。」 
 Pi߽iॼL СaNNo৸nu ɪiِVe৸n՝i পo৸Wফi 「㆏で学ᩞのవ↢に会った。」 
 পuِ পuZaСe৸ n՝aِPa পoNina৸ॼL n՝iVeِeِॼi ho৸Wi「この上⌕はこのまえ沖縄でੑජ౞
で⾈った。」 
 
ේ࿃をあらわす。他の方言と同ߓくޔฬ⹖ MaPai（∛᳇）の ॼi ᩰとޔേ⹖ MaPMui（∛
む）の中ᱛ形が⃻れているFI。 
 hanaNo৸ ߽in՝u৸Naޞa MaPaiॼL niWWui「⧎ሶはきのうから∛᳇でߨている。」 
FI  hanaNo৸ ߽in՝u৸Naޞa MaGi nԌWWui「⧎ሶはきのうから∛᳇でߨている。」⧎ሶはき
のうから∛ࠎでߨている。 
 
２．㧠．㧣 Сa߽i ᩰ 
⒖േの೔⌕点をあらわす。 
 Gaغa haWe৸Сa߽L পiNi「おまえが⇌߳行け。」 
  পaॼi৸Ma NফaPaNNaޞa পuPiСa߽L পiMu ^Wuiِn՝aWuِn՝a` ^পiॼaِপiॼi`「ߓいさࠎはᦺか
らᶏ߳㝼をとりにいった。」 
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２．㧠．㧤 Wu ᩰ 
⋧੕的なേ૞のあいてをあらわす。 
 ˍiޞo৸ পuWWunu VaEuޞo৸WX ɪiW߽iWফaِ「次㇢はおとうとのਃ㇢とけࠎかした。」 
 
⋧੕的な㑐ଥがなりたつޔ一方のኻ⽎をあらわす。 
 NaGi nԌWWuِ GaNinaޞiEa৸ পiِغa৸Ma Сuޞu৸WX ^পiVVuWফiWu`ॼa৸「㘩ߴてߨるだけなら い
ߧやߨことおなߓだ。」 
 Na]uNonu PuِWu WiWu СeWaMo৸Ea hanaNon՝iPu ho৸Wi WuޞaVo৸「๺ሶのとおなߓߍた
を⧎ሶにもかってやࠈう。」๺ሶのものとおなߓߍたを⧎ሶにもかってやࠈう。 
 
２．㧠．㧥 Naޞa ᩰ 
⒖േの಴発点やേ૞や状態の開ᆎ時点などޔコトࠟ࡜の⿠点をあらわす。 
 Paغa৸Ma iWu Wo৸N՝o৸Naޞa ^PuGuMuNNaPuGuMuVuMo৸`「ቊはいつ東京からᏫるか。」 
 PaСo৸غa huGuNaޞa Wo৸NMo৸ni পui「ቊが෰年から東京にいる。」 
 পaॼi৸Ma NফaPaNaޞa ^পuP՝i ੓e৸পuPiСa߽i` পiMu Wu੓iِMa পiॼaِ「ߓいさࠎはᦺからᶏ߳㝼
をとりに いった。」 
 
ේᢱをあらわす。ただし⹤者によっては ॼi ᩰが↪いられておりFIޔ⧷語の oI
と IUoPޔ⃻代日本語共ㅢ語のデᩰとࠞ࡜ᩰに⷗られるような૶い分けはないようである。 
 Ve৸Ma ɸuPiNaޞa WফuNuMuVu Go৸「㈬は☨からつくる。」 
FI  Ve৸Ma ɸuPiॼL ^WফuNuMui$WফuNuMuVuGo৸%`「㈬は☨からつくる。」 
 
２．㧠．１㧜 PaGi ᩰ 
േ૞や状態のおよ߱▸࿐をあらわす。なおޔ↪଀  はⶄ合ㅪ૕ᩰの଀である。 
 ˍiޞo৸ পuِ n՝iPu߾u Mo৸Ea Ma৸PaGL haWaPiWi পiॼiNuޞi「次㇢ޔこの⩄‛をኅまでかつ
いで行ってくれ。」  
 MoॼiPaGL MeNiॼi PaW߽uޞiMo৸「྾時まで㚞でまっておれ。」 
 পo৸VaNaNaޞa Wo৸N՝o৸PaGLQX Niɪa߽ino৸ VaِVaNai「ᄢ㒋から東京までのᴁゞ⾓はいく
らだࠈうか。」 
２．㧠．１１ PaGin՝i ᩰ 
േ૞がそのときよりもまえに成立するޔあるいは成立したことをあらわす。 
 СoॼiPaGLQ՝L ੓H৸ PuGuޞaِEa৸ naޞaِGo৸「㧡時までにᏫらなくてはならない。」㧡時
までにはᚯらなけれ߫ならないよ。 
 
２．㧠．１２ ᩰの๟ㄝ（あるいは๟ㄝ的なᩰ） 
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ここではޔ⃻代日本語共ㅢ語の「より」ޔᒁ↪の「と」にኻᔕする形ᑼを᜼ߍる。 
 
２．㧠．１２．１ NNaPu 
Ყセの基Ḱをあらわす。 
 ߽in՝u৸Ma Vu৸NNaPX haGiغa ߽uVaWWi「きのうは੹日より㘑がᒝかった。」きのうは੹
日よりも㘑がᒝかった。 
 পiMu৸NNaPX nԌNunu ho৸غa Wa৸Vai「㝼より⡺のほうが高い」㝼よりも⡺のほうが高
い。 
 পoNina৸Сa߽e৸ ^hunihuPi`ˍi পi߽uNNaPX oiNo৸Niˍi পiˍaِ ho৸غa MuWaVaޞi「沖縄に
は⦁で行くより㘧行機で行ったほうがいい。」 
 
２．㧠．１２．２ ߽i 
⹤や⠨えの内ኈをあらわす。 
 haNuِ na৸n՝i ੓e৸ Paِॼu৸غa VaِVa পaِ߽L পuPuMuiMo「▫の中にまࠎߓࠀうがいくつあ
るとおもうか。」 
 
２㧚㧡 ⨹ᧁ 
 
 ⨹ᧁ方言には以下の  のᩰ形ᑼと２つの๟ㄝ的な形ᑼがߺとめられる。 
 
２．㧡．１ غa ᩰ 
述語のさししめすേ૞ޔᄌ化ޔ状態のਥ૕をあらわす。このときޔغa ᩰฬ⹖はᓥዻ
▵にも⃻れることができる（ޔ）。 
 ^ɪiޞuPaɪɪiޞunu` Wuޞiŋa WiِWo৸ ^WuGuҩWuGuِ Go৸`「⌀っ⊕なとりがⓨを㘧ࠎでい
る。」 
 পaСe৸ পaPiŋa ɸuWiW߽i৸「あޔ㔎が㒠ってきた。」 
 hu]u পiWuNuŋa ߽u৸غaNNo৸nu ɪiِɪe৸n՝i naWaِ Go৸「෰年いとこが中学のవ↢になっ
た。」 
 পaِ MaPan՝i ੓e৸ পinuɪiɪiŋa পuِWi৸Va「あのጊにはいのししがいるそうだ。」 
 পiɪaŋa NuޞiWaِ NuVuޞi nuPiEa৸ no৸ޞuِGaޞo৸ 「ක者がくれたくすりをのめ߫なおる
だࠈう。」 
 n՝i৸ŋa পuEuVVaWaِNaِn՝i Wফaޞiॼi ^PuW߽iPuW߽aِGo৸`「⩄‛が㊀かったのでޔੑੱで
もった。」 
 
またޔいわࠁる総記 の↪法もߺとめられる。 
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 Gaŋa haWe৸Na߽i iNi「おまえが⇌߳行け。」 
 পiِ haWe৸߽i ੓e৸ Zaŋa পi߽ui「うࠎޔ⇌߳はおれが行く。」 
 Giِŋa Ga৸ haVa Mo৸「どれがおまえの═だ。」 
 পuِ haVaŋa Za৸ Puِ Go৸「その஺がおれのだ。」 
 
ᗵᖱや⢻ജのኻ⽎をあらわす。 
 Paغa৸Ma Nফaɪiŋa VuNi Go৸「ቊはお⩻ሶがᅢきだ。」 
 Zano৸ Wo৸nu VaɪiPiŋa NaِEuVai「おれはⱆのさしߺが㘩ߴたい。」 
 পiWuNo৸ Me৸Сonu ^hoِŋa MuPi৸VuhoِGu ^MuPi৸MuPi৸ Vui``「いとこは⧷語の本が⺒
める。」 
 
２．㧡．２ nu ᩰ 
あとに⛯くฬ⹖ฏをୃ㘼するㅪ૕ୃ㘼語となりޔそのዻ性や㑐ଥするものをあらわす。
上ཅ㋕を㒰く他の方言と同ߓくޔnu ᩰをとるฬ⹖ฏは１ੱ⒓ޔ２ੱ⒓代ฬ⹖を㒰き（
ෳᾖ）೙㒢されていない。 
 পiWuNuQX পuGu Maِɥiޞa৸n՝i ɸu߽i পai「いとこのᏓ࿅がやߨの上にほしてある。」 
 ˍiޞo৸Ma পuWWuQX VaEuޞo৸Wu ɪiWW߽iWi「次㇢はおとうとのਃ㇢とけࠎかした。」 
 Ga৸ পuِ MuQX naPae ɪiW߽uِn՝a「おまえはこの㝼のฬまえを⍮っているか。」 
 hࣶaNuِ naNan՝i Paِॼu৸غa পiNu߾u পaِ߽i পuPa৸iِn՝a「▫の中にまࠎߓࠀうがいくつ
あるとおもうか。」 
 Pi߽iॼi СaNNo৸QX ɪiِɪe৸n՝i পo৸WaِGo৸「㆏で学ᩞのవ↢に会った。」 
 
また⨹ᧁ方言の nu ᩰも「13nu 13」で↪いられるのが基本でありޔ⃻代日本共ㅢ語
の形ᑼฬ⹖的な「の」に⋧ᒰする↪法は੹࿁の調査ではߺとめられなかった。以下の↪଀
では（ ）に଀ᢥのㅙ語⸶を記す。 
 পuِ haPa৸ Waޞo৸QX Puِna「この㎨はᄥ㇢のか。」その㎨はᄥ㇢のものか。 
 পuޞe৸ পuWWu৸nu PuِNaPu ^ZaNaޞaِɪiޞiޞaِɪiޞiޞa৸`「それはおとうとのかもしれな
い。」（それはおとうとのものかもわからない。） 
 পuِ ɪiِEuِno৸ Vu৸nu PuِGo৸ ߽in՝u৸nu Puno৸ পuޞi Go৸「そのᣂ⡞はきࠂうのだ。ᤓ
日のはこれだ。」（そのᣂ⡞は੹日のものだ。ᤓ日のものはそれだ。） 
 
ਥ▵ਥ語となる。⨹ᧁ方言の غa ᩰと nu ᩰもਥᩰとዻᩰとしてのᓎഀ分化がかなり
進ࠎでいるとߺられޔਥ▵ਥ語としてのnu の಴⃻はޔᗵགྷ形ᵄ✢ㇱなどとの๭ᔕに㒢ら
れるようである。 
 Pi߽iغa ɥiޞuVaiMa৸Pi߽iQX ɥiޞuVaMa৸「㆏がᐢいなあ。」 
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ᓥዻ▵ਥ語ではޔਥ▵ਥ語よりもnu が಴やすい。だがޔ⸶ᢥが「㔎の」となっている
にもかかわらず غa ᩰが↪いられている↪଀も⃻れておりFIޔnu ᩰのਥᩰとしての
↪法はやはり⴮ㅌしていると言える。 
 পaِ Pi৸QX uɸuVaِ iޞuQX ɪiޞuVaِ Miِغa৸ WaޞuNai「あの目のおおきいޔ⦡の⊕い↵は
だれだࠈう。」 
 পaPiQX ɸuޞuِ he৸ পaِPaMa Ma৸ॼi WeޞeEiEa৸ޞi Pi߽ui 「㔎の߰る日には߫あさࠎはኅ
でテ࡟ࡆ߫かり⷗ている。」 
FI  পaPiŋa huޞuِ oi৸Ma পaِPaMa Ma৸ॼi WeޞeEiEaNNai Pi߾uِ Go৸「㔎の߰る日には߫あ
さࠎはኅでテ࡟ࡆ߫かり⷗ている。」 
 
２．㧡．㧟  ᩰ 
 
 他の方言と異なりޔ⨹ᧁ方言の  ᩰにはޔ述語のさししめすേ૞ޔᄌ化ޔ状態のਥ
૕をあらわすというਥᩰとしての↪法がⓍᭂ的にߺとめられる。଀え߫  と同ߓ⸶ᢥ
の他の⹤者による଀ᢥでもޔ「Ꮣ࿅が」に⋧ᒰするㇱ分は  ᩰで⃻れている「データ集」
の  ෳᾖ。なおޔ はいわࠁる総記 の↪法である。 
 পuِ Pi߽i oiޞuNaPuMa৸「㆏がᐢいなあ。」 
 পiWuNunu পuGu Maِɥiޞa৸n՝i ɸu߽i পai「いとこのᏓ࿅がやߨの上にほしてある。」 
 Ga৸ haWe৸Nan՝i পiNi「おまえが⇌߳行け。」 
 
述語のさししめすേ૞の⋥ធ的なኻ⽎をあらわす。 
 পiɪaغa NuޞiWaِ NuVuޞi nuPiEa৸ no৸ޞuِGaޞo৸ 「ක者がくれたくすりをのめ߫なおる
だࠈう。」 
 পaॼi৸Ma NফaPaNaޞa পuPiNan՝i Mফu WuޞiِMa ^পiॼiপiॼaِGo৸`「ߓいさࠎはᦺからᶏ߳㝼
をとりにいった。」 
 Paغa৸Ma Paِॼu৸ NaZaGaNi NaPiِ Go৸「ቊはまࠎߓࠀうを⊹だけ㘩ߴる。」 
 uWo৸ Ge৸ॼi NaСu ߾uNuWaِ Go৸「ᄦは┻でかごをつくった。」 
 Na]uNonu PuِWu Wi߾u Puِnu পaVVa hanaNon՝iPu ho৸Wi Nuޞiޞo৸「๺ሶのとおなߓߍ
たを⧎ሶにもかってやࠈう。」 
 nu৸ ho৸o৸Na「なにを⾈おうか。」 
 
 またޔᗵᖱのኻ⽎をあらわす↪法もߺられた。 
 Paغo৸Ma ^NফZaɪiغa VuNiNফZaɪi Vu߽uِ`Go৸「ቊはお⩻ሶがᅢきだ。」 
 পiWuNo৸ MeiСonu hoِ MuPiِVuِ Go৸「いとこは⧷語の本が⺒める。」 
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േ૞のかかわる場所をあらわす（場所ฬ⹖）。の⋥ធኻ⽎の↪法とともにޔ
の Mo৸Ea ᩰに同様の↪法がߺとめられるがޔいずれの↪法においてもޔそれを実⃻するਥ
な形ᑼは  ᩰである。 
 Nu৸No৸ naޞiEa ^পuِɸuِ` Pi߽i পiNiMo৸「ⓨ᷼ならこっߜの㆏を行きなさい。」 
 Pi߽inu Paِna৸ পaNNiEa পiNaِ Go৸「㆏のまࠎなかをあるいてはいけない。」 
 ^ɪiޞuVaِ WফuޞiغaɪiޞuGuޞiغa` WiِWo৸ WuGui「⌀っ⊕な㠽がⓨを㘧ࠎでいる。」 
 
ੱ⒓代ฬ⹖のうߜ１ੱ⒓ޔ２ੱ⒓代ฬ⹖のන数形はޔㅪ૕ୃ㘼語となるのに  ᩰ形
ᑼをとる。またޔㅪ૕ୃ㘼語となる nu ᩰと同ߓくޔ ᩰでも形ᑼฬ⹖的な「の」に⋧ᒰ
する↪法はߺとめられていない（ޔ 㧖  は଀ᢥのㅙ語⸶）。 
 Za৸ NফZe৸Ma ˍa৸n՝i ^aِai`「おれの㎓はどこにある。」  
 পuِ NaVa৸ Za৸ PuِGo৸「その஺がおれのだ。」その஺がおれのものだ。 
 Giޞuغa Ga৸ ^NaVahaVa`「どれがおまえの═だ。」 
 পuِ পu߾uNNi৸Ma Ga৸ Puِna「その߰ࠈしきはおまえのか。」その߰ࠈしきはおまえ
のものか。 
 
  ᩰ形ᑼをとってㅪ૕ୃ㘼語になるࡅト࿕有ฬ⹖（ੱฬ）の↪଀も⷗られた。やはり㧟
ੱ⒓代ฬ⹖の↪଀がないためޔさらなる調査が᳞められる。 
 পuِ haPa৸ Waޞo৸ Puِna「この㎨はᄥ㇢のか。」その㎨はᄥ㇢ものか。 
 
２．㧡．㧠 Mo৸Ea ᩰ 
述語のさししめすേ૞の⋥ធ的なኻ⽎をあらわす。 
 পuWo৸ Ge৸ॼi NaСuMR৸Ea ߾uNuWফi「ᄦは┻でかごをつくった。」 
 Wuॼin՝i Mi৸^MR৸EaZo৸Ea` ^߾uNuޞaɪi߾uNuޞaVui`「ᆄにᄕ㘵を૞らせる。」 
 
  で述ߴたように⨹ᧁ方言の⋥ធኻ⽎をあらわすਥ要なᩰ形ᑼは  ᩰでありޔ上の 
つの↪଀にもޔ「かごを」「ᄕ㘵を」のㇱ分が  ᩰ形ᑼとなっている同ߓ⸶ᢥからの↪଀が
⃻れている。つまり Mo৸Ea ᩰはޔ⋥ធኻ⽎の↪法においていわ߫  次的な形ᑼだと言える。
以下に␜すようにޔMo৸Ea の形をとらない↪଀が少なからず⃻れていることからもޔそれ
は明らかである。 
FI  Ga৸ পuِ Mফunu naPaeEa ɪiW߽uِMa「おまえはこの㝼のฬまえを⍮っているか。」 
 ˍiޞo৸ পuِ n՝iPu߾u੓R Ma৸PaGi haWaPiWi ^পiॼi NuޞiޞiPu߽i পiॼi Nuޞiޞi`「次㇢ޔこ
の⩄‛をኅまでかついで行ってくれ。」 
 পiVaغa NuޞiWaِ NuVuޞiR nuPiEa ^no৸ޞuِ ˍaޞo৸no৸ޞuVo৸ aޞaِNa Ma৸`「ක者がく
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れたくすりをのめ߫なおるだࠈう。」 
 Zano৸ ߽in՝u৸Ma ɪiِEuِQR৸ MuPaِWaِ Go৸「おれはきのうはᣂ⡞をよまなかった。」 
 
േ૞のかかわる場所をあらわす（場所ฬ⹖）。この↪法もਥに  ᩰであらわれる。 
 Pi߽inu Paِna৸REa পaW߽e৸ পiNaِ「㆏のまࠎなかをあるいてはいけない。」 
 
２．㧡．㧡 n՝i ᩰ 
േ૞のあいてや基Ḱなどޔ㑆ធ的なኻ⽎をあらわす。 
 Pi߽iॼi СaNNo৸nu ɪiِVe৸Q՝L পo৸Wi 「㆏で学ᩞのవ↢に会った。」 
 পuِ hanaɪe৸ WuॼiQ՝LGaNi ^߽iNa߽aِhana߽aِ` Go৸「その⹤はᆄにだけ⡞かせた。」 
 পuPa৸Ma পuPiQ՝L ߽iNaVaِNaޞan՝i Muغa ^PaVaiPaVaޞi`「ここはᶏにߜかいので㝼が
うまい。」 
 hanaNo৸ ߾uޞaغa পaِPaQ՝L Mu n՝i߾uِ Go৸「⧎ሶは㗻がかあさࠎによくૃている。」 
 
 うけߺᢥや૶ᓎᢥでޔേ૞のਥ૕も n՝i ᩰであらわされる。 
 WuॼiQ՝L Mi৸Ma ߾uNuޞaVuِ Go৸「ᆄにᄕ㘵を૞らせる。」 
 VaEuޞo৸Ma ˍiޞo৸Q՝L EuWWo৸ॼi পuWaWWi「ਃ㇢は次㇢に᫔でなߋられた。」 
 
േ૞や状態のかかわるとこࠈޔേ૞や状態がなりたつときをあらわす。 
 পiWuNunu পuGu Maِɥiޞa৸Q՝L ɸu߽i পai「いとこのᏓ࿅がやߨの上にほしてある。」 
 Paغo৸غa ɸu]uNaޞa Wo৸N՝o৸Q՝L ui「ቊが෰年から東京にいる。」 
 haNunu ^naNana৸`n՝i Paِˍu৸غa পiNu߾u পaِ߽i পuPuiِMa「▫の中にまࠎߓࠀうが
いくつあるとおもうか。」 
 oiNo৸NiMa oiW߽i৸Q՝L পiNNaiɪiNa ^ne৸ޞaِWuEaِ`Go৸「㘧行機は一日に一࿁しかない。」 
 ha߽iСa߾uQ՝L ੓H PuGuWi VuِWi৸Go৸「八月にはᏫってくるようだ。」 
 
ᄌ化の⚿果をあらわす 
 hu]u পiWuNuغa ߽u৸غaNNo৸nu ɪiِɪe৸Q՝L naWaِ Go৸「中学ᩞのవ↢になった。」 
 
なおޔ⨹ᧁ方言のn՝i も⒖േേ૞の目的をあらわすのには↪いられない
．．
。 
FI  পaॼi৸Ma NফaِPaNaޞa পuPiॼi Mu ^Wuِn՝aWuޞi৸n՝a` পiॼaِ Go৸「ߓいさࠎはᦺから
ᶏ߳㝼をとりにいった。」 
 পoNNaِno৸ ^পi߽iEaPiɪiMa`n՝i Puِ ho৸iِn՝a পiॼi「かあさࠎはᏒ場߳⾈い‛に行
った。」かあさࠎはᏒ場にもの⾈いに行った。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２．㧡．㧢 ॼi ᩰ 
㆏ౕޔ手Ბをあらわす。 
 পoNina৸ Nan՝e৸ huniॼL পiॼaِ MuޞiPu oiNo৸NiॼL পiॼaِ ho৸غa MuWaVaِ Go৸「沖縄には⦁で
行くより㘧行機で行ったほうがいい。」 
 n՝i৸غa পuEuVVaWaِNaِn՝i WফaޞiॼL ^PuW߽iPuW߽aِGo৸`「⩄‛が㊀かったのでޔੑੱで
もった。」 
 পuِ পuZaغe৸ n՝aِPa পoNina৸ॼL n՝iɪeِeِॼL ^ho৸Waِho৸WaVu` Go৸「この上⌕はこのま
え沖縄でੑජ౞で⾈った。」 
 
᧚ᢱやේᢱなどの᭴成要⚛をあらわす。 
 uWo৸ Ge৸ॼL NaСu ߾uNuWaِ Go৸「ᄦは┻でかごをつくった。」 
 
うごきや状態がなりたつ場所をあらわす（場所ฬ⹖）。 
 MoॼiPaGi MeNiॼL PaW߽uޞiMo৸「྾時まで㚞でまっておれ。」 
 Pi߽iॼL СaNNo৸nu ɪiِɪe৸n՝i পo৸WaِGo৸ 「㆏で学ᩞのవ↢に会った。」 
 পuِ পuZaСe৸ ɸune৸Ga পoNinaZaॼL n՝iɪeِeِˍi ^ho৸WaVuGo৸ho৸WaِGo৸`「この上⌕は
このまえ沖縄でੑජ౞で⾈った。」 
 
また以下の଀ではޔ「行った」ではなく「㝼をとり」にかかるかたߜでޔേきをなりた
つ場所をあらわす ॼi ᩰがあらわれている。 
 পaॼi৸Ma NফaِPaNaޞa পuPiॼL Mu ^Wuِn՝aWuޞi৸n՝a` পiॼaِ Go৸「ߓいさࠎはᦺからᶏ߳
㝼をとりにいった。」ߓいさࠎはᦺからᶏで㝼とりに行ったよ。 
 
ේ࿃をあらわす。੹࿁の調査ではฬ⹖ EMo৸Ni（∛᳇）の ॼi ᩰの↪଀のߺ⏕⹺されޔേ
⹖ MaPMui（∛む）の中ᱛ形の↪଀は⃻れなかった。 
 hanaNo৸ ߽in՝u৸Naޞa EMo৸NiॼL niWWuِ Go৸「⧎ሶはきのうから∛᳇でߨている。」 
 
２．㧡．㧣 Nan՝i ᩰ 
⒖േの೔⌕点をあらわす。またޔ⒖േの目的あらわされている↪଀もߺられた。 
 পaॼi৸Ma NফaPaNaޞa পuPiNaQ՝L Mফu WuޞiِMa ^পiॼiপiॼaِGo৸`「ߓいさࠎはᦺからᶏ߳㝼
をとりにいった。」 
 Ga৸ haWe৸NaQ՝L পiNi「おまえが⇌߳行け。」 
 পuِ haWe৸NaQ՝H৸ Zaغa পi߾uِGo৸「うࠎޔ⇌߳はおれがいく。」 
 পaِPaMa পi߽iEaNan՝i ^NaiPuِNaQ՝Lho৸iPuِ ɪi৸n՝a` পiॼaِ Go৸「かあさࠎはᏒ場߳
⾈い‛に行った。」かあさࠎはᏒ場に^⾈い‛߳⾈い‛しに`行った。 
106
下地⾐代ሶ「喜界島方言のᩰの૕♽」 
２．㧡．㧤 Wu ᩰ 
⋧੕的なേ૞のあいてをあらわす。 
 ॼiޞo৸Ma পuWWunu VaEuޞo৸WX ɪiW߽iWaِGo৸「次㇢はおとうとのਃ㇢とけࠎかした。」 
 
⋧੕的な㑐ଥがなりたつޔ一方のኻ⽎をあらわす。 
 NaGi niِEiِGaNi naޞiEa পiِغࣶaMa Сuޞu৸WX পoِnaॼi Go৸「㘩ߴてߨるだけなら いߧ
やߨことおなߓだ。」 
 Na]uNonu PuِWX পoِnaॼi পaVVa hanaNon՝iPu ho৸Wi Nuޞiޞo৸「๺ሶのとおなߓߍたを
⧎ሶにもかってやࠈう。」๺ሶのものとおなߓߍた⧎ሶにもかってやࠈう。 
 
２．㧡．㧥 Naޞa ᩰ 
⒖േの಴発点やേ૞や状態の開ᆎ時点などޔコトࠟ࡜の⿠点をあらわす。 
 Paغo৸Ma পi߾u Wo৸N՝o৸Naޞa PuGuMuVuMo৸「ቊはいつ東京からᏫるか。」 
 Paغo৸غa ɸu]uNaޞa Wo৸N՝o৸n՝i ui「ቊが෰年から東京にいる。」 
 পaॼi৸Ma NফaPaNNaޞa পuPi৸Na߽i Mu Wuِn՝a পiॼi「ߓいさࠎはᦺからᶏ߳㝼をとりに 
いった。」 
 
ේᢱをあらわす。᧚ᢱなどをあらわす ॼi ᩰとの૶い分けについてはさらなる調査が
᳞められる。 
 ɪe৸Ma huPiNaޞa ߾uNuޞuVuGo৸「㈬は☨からつくる。」 
 
２．㧡．１㧜 PaGi ᩰ 
േ૞や状態のおよ߱▸࿐をあらわす。なおޔ↪଀  はⶄ合ㅪ૕ᩰの଀である。 
 ॼiޞo৸ পuِ n՝iPo߾uo Ma৸PaGL haWaPiWi পiॼi Nuޞi「次㇢ޔこの⩄‛をኅまでかついで
行ってくれ。」  
 MoॼiPaGL MeNiॼi PaW߽uޞiMo৸「྾時まで㚞でまっておれ。」 
 পo৸VaNaNaޞa Wo৸N՝o৸PaGLQX Niɪa߽iِno৸ VaِVa EaNNai ^NaiNa৸ޞuNNai`「ᄢ㒋から東
京までのᴁゞ⾓はいくらだࠈうか。」 
 
２．㧡．１１ PaGin՝i ᩰ 
േ૞がそのときよりもまえに成立するޔあるいは成立したことをあらわす。 
 СoॼiPaGLQ՝L PuGuޞaِEa naޞaِGo৸「㧡時までにᏫらなくてはならない。」 
 
２．㧡．１２ ᩰの๟ㄝ（あるいは๟ㄝ的なᩰ） 
ここではޔ⃻代日本語共ㅢ語の「より」ޔᒁ↪の「と」にኻᔕする形ᑼを᜼ߍる。 
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２．㧡．１２．１ ²NaPuMuޞiPu 
Ყセの基Ḱをあらわす。 種類の形ᑼが૬↪されているようである。 
 ߽inu৸Ma ^Vu৸NaPXVu৸MXޞLPX` haॼiغa ߾u৸VaWaِ Go৸「きのうは੹日より㘑がᒝかっ
た。」きのうは੹日よりも㘑がᒝかった。 
 MফuNaPX n՝iNunu ho৸غa ^Wa৸VaiWa৸VaِGo৸`「㝼より⡺のほうが高い」㝼よりも⡺の
ほうが高い。 
 পoNina৸ Nan՝e৸ huniॼi পiॼaِ MXޞLPX oiNo৸Niॼi পiॼaِ ho৸غa MuWaVaِ Go৸「沖縄には⦁
で行くより㘧行機で行ったほうがいい。」 
 
２．㧡．１２．２ ߽i 
⹤や⠨えの内ኈをあらわす。 
 hࣶaNuِ naNan՝i Paِॼu৸غa পiNu߾u পaِ߽L পuPa৸iِn՝a 「▫の中にまࠎߓࠀうがいく
つあるとおもうか。」 
 
㧟 ༑⇇ፉ方⸒のᩰの૕♽ 
 
 以上ޔ喜界島の㧡つの方言のᩰ形ᑼについて記述してきた。その૕♽を表に␜す次㗁。
またそれぞれのᩰ形ᑼについてޔ本報告における⠨ኤの⚿果は以下のようにまとめられる。 
 
 غa ᩰと nu ᩰについてޔ上ཅ㋕をのぞく㧠つの方言のいずれでもޔਥᩰとዻᩰのᓎഀ
分化が進ࠎでいる。だが上ཅ㋕方言ではޔਥᩰޔዻᩰが nu ᩰに統合されつつありޔغa
ᩰは⴮ㅌの௑ะにある。 
  ᩰについてޔ⨹ᧁをのぞきޔ㧠つの方言におけるその↪法の中ᔃは⋥ធኻ⽎をあら
わすことであるがޔ同ߓく⋥ធኻ⽎の↪法をもつ Mo৸Ea ᩰo৸EaޔEa ฽むとの㑐わりに
おいてޔいずれの形ᑼが↪いられやすいかに方言Ꮕがߺとめられる。また⨹ᧁ方言の 
ᩰにはޔ⋥ធኻ⽎のほかേきのਥ૕を表す↪法がⓍᭂ的にߺとめられޔᢥ法的ᗧ๧の▸ 
࿐がᐢい。 
 n՝i ᩰ㨪Nai ᩰNa߽iޔСa߽iޔNan՝i ฽むについてޔまずޔ小㊁ᵤ・ᔒᚭ᪖・中㉿・⨹
ᧁの㧠つの方言でのそれぞれのᩰ形ᑼの↪法はほとࠎど同ߓであった。上ཅ㋕方言でもޔ
n՝i ᩰޔNa߽i ᩰの↪法は他の  方言と同ߓである。 
だが上ཅ㋕方言のᩰ૕♽には他とはᄢきく異なる点が２点ߺとめられる。まずޔ他の
㧠方言では ॼi ᩰにまとめられている㆏ౕや手Ბをあらわす↪法とേきのなりたつ場所
をあらわす↪法をもつ形ᑼがޔVeِ ᩰと ॼeِ ᩰに分化していることޔそしてޔn՝i ᩰから 
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 小㊁ᵤ ᔒᚭ᪖ 上ཅ㋕ 中㉿ ⨹ᧁ 
ਥᩰ غa غa غa غa غa 
ዻᩰ・主格 nu nu nu nu nu 
ኻᩰ・属格・主格      
ኻᩰ Mo৸Ea Ea o৸Ea Mo৸Ea Mo৸Ea 
ਈ・ಣᩰ n՝i n՝i 
eِ
n՝i n՝i n՝i 
ౕᩰ 
ॼi ॼi Veِ ॼi ॼi 
ಣᩰ ॼeِ
方ะᩰ Nai Nai Na߽i Сa߽i Nan՝i 
共ᩰ Wu Wu Wu Wu Wu 
ᅓᩰ Naޞa Naޞa Naޞa Naޞa Naޞa 
▸࿐ᩰ СaޞiPaGi PaGi PaGi PaGi PaGi 
㒢界ᩰ Сaޞin՝i PaGin՝i PaGin՝i PaGin՝i৸ PaGin՝i PaGin՝i 
周辺的な格
－格の周辺 
Ყセ MuNNa MuNNaPu MuޞiPu MuNNaPu MuNNaPu 
NaPu 
MuޞiPu 
ᒁ↪ ߽i ߽i Weِ ߽i ߽i 
>表㧦喜界島方言のᩰの૕♽@ 
 
Na߽i ᩰをすっ߸りとⷒってしまうᗧ๧▸࿐を持つޔeِ ᩰの存࿷である。上ཅ㋕方言は
他の地域のੱたߜから「あそこのユࡒタ（こと߫）はほかとߜがう」と言われることの
多い方言であるがまつもと ޔᩰ૕♽のこれら２つの特徴もޔその⷗方をうながす
要࿃の１つと言えるだࠈう。 
 Naޞa ᩰについてޔコトࠟ࡜の⿠点をあらわす↪法のほかޔ１଀だがㅢりㆊ߉る場所を
あらわす↪଀が⷗られた 上ཅ㋕ޔ↪଀ 。Naޞa のこの↪法はᐢく℄⃿語全
૕にߺとめられるものでありޔ他の方言についても⏕⹺する必要がある。 
 ▸࿐ᩰޔ㒢界ᩰについてޔ小㊁ᵤ方言にのߺСaޞiޔСaޞin՝i という形ᑼがあらわれた。
PaGiޔPaGin՝i との૶い分けはߺとめられずޔこれらの形よりも古い形ᑼであるとᕁわ
れる。だがޔ⹤者に㒢らず多く↪いられておりޔ⴮ㅌの௑ะにはない。 
 ๟ㄝ的なᩰについてᲧセޔᒁ↪ޔ⃻れる形ᑼに多少のᏅが⷗られるもののޔᢥ法的
機⢻においては全く同ߓであった。なおᒁ↪ は上ཅ㋕方言のWeِ のߺ異なっていてޔ
目をᒁく。 
 
 このほかޔ੹࿁の調査では明らかにしえなかった点も数多くある。その他の地域も฽めޔ
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喜界島方言のさらなる調査研究が᳞められる。 
 
ෳ⠨ᢥ₂ 
内㑆⋥ੳ 「喜界島ᔒᚭ᪖方言のᢥ法」法᡽ᄢ学沖縄ᢥ化研究所ޡ℄⃿の方言ޢ 
国立国語研究所✬ ޡ沖縄語ㄉౖޢᄢ⬿⋧ශ೚ዪ 
⊕↰ℂੱ・ጊ↰⌀ኡ・⩆㊁ජ⍾ሶ・↰┄行ೣ「℄⃿語喜界島上ཅ㋕方言の⺣⹤⾗ᢱ」ᄢ⷏
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 
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中本ᱜᥓ 「喜界島ᔒᚭ᪖方言の語ᒵ」法᡽ᄢ学沖縄ᢥ化研究所ޡ℄⃿の方言ޢ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まつもと߭ࠈたけ 「奄美喜界島方言のࠕリ・リ♽のかたߜをめߋって」
国立国語研究所共同研究プロジェクト「消滅危機方言の調査・保存のための総合的研
究」代表者・ᧁㇱᥰሶ研究会ᣈ␹ᚭᄢ学における発表⾗ᢱ>ᧂ公ೀ@ 
 
 
                                                  
 ᢥ法調査はޔ国立国語研究所 「「全国方言ᢥ法のኻᲧ的研究」調査Φ調査␿」のᡷ⸓ 
「「消滅危機方言の調査・保存のための総合的研究」℄⃿方言↪調査␿」（℄⃿ᄢ学 ⁚ୀ研究
ቶ૞成）を↪いて行った。同調査␿はᩰ形ᑼの調査をਥ⌒とするものである。 
 エญ⬄⎕ⵚの>Сa@でもⷰኤされているがޔここでは>غa@に代表させる。以下他の地域におい
ても同ߓ。  
 ⹤者によっては Mo৸Ea ᩰ（ኻᩰ）を↪いるようである。  
FI  পiWuNo৸ MeiСonu hoِMR৸Ea MuPi GiN՝ui「いとこは⧷語の本が⺒める。」 
 形ᑼฬ⹖的なQX の↪法も数଀⃻れていた。以下の↪଀  ではޔ13 のฬ⹖（Puِ）が
⋭⇛できるようである。  
FI  ɸuِ ɪiِEuno N՝u৸nu Puِ ^Go৸ˍa` ^Nin՝u৸no৸Nin՝u৸nu Puno৸` ɸuޞi Go৸．「そ
のᣂ⡞はきࠂうのだ。きのうのはこれだ。」 
 Na]uNoQXWu Wফi߾u Puِnu СeWaMo৸Ea hanaNon՝iPu ho৸Wi huޞiޞo৸Na「๺ሶのとお
なߓߍたを⧎ሶにもかってやࠈう。」 
 Na]uNoQXWu Wফi߾u পaVVa৸Mo৸Ea hanaNon՝iPu ho৸Wi ^Nuޞiޞo৸NuޞiޞaِEa Ma৸` 
「๺ሶのとおなߓߍたを⧎ሶにもかってやࠈう。」  
 １ੱ⒓・２ੱ⒓代ฬ⹖の語幹およ߮  ᩰとしてのᛒいについてはޔ同形の語形が↪いられ
ているᔒᚭ᪖方言にḰߓている。注  ෳᾖ。 
 >MRED@ޔ>MXED@などでもⷰኤされているがޔここでは>Mo৸Ea@に代表させる。なおޔM の⣕落し
た>RED@ޔ>o৸Ea@も⃻れている。  
 ญ⬄化のない>QL@でもⷰኤされているがޔここでは>n՝i@に代表させる。以下 PaGin՝i ᩰޔ他
の地域においても同ߓ。  
 n՝i はഥㄉMD にとりたてられるとޔੑ㊀Უ音あるいはⲢ合して>n՝e৸@の形で⃻れる。 
  FI  পoNina৸Q՝H৸ PiWWaVanu Nࣶaɪinu পai「沖縄にはめずらしい⩻ሶがある。」  
 ⎕ᡂ音>ˍi@でもⷰኤされているがޔここでは>ॼi@に代表させる。  
 いわࠁるとりたてにもޔСaޞi とPaGi のਔ方の形ᑼが⃻れている。 
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FI  MuZe৸ِ GuNin՝i ੓e৸ পaِPa৸Сaޞi পuGuWaِGo৸「お␸いのときには߫あさࠎまでおど
った。」 
 Mu৸Zë৸nu ^WuNiniWuNe৸` পaِPaPaGԌ ^uGuWaِপuGuWaِ` Go৸「お␸いのときに
は߫あさࠎまでおどった。」 
 ⹤者によっては ED ᩰ（ኻᩰ）が↪いられるようである。なお小㊁ᵤ方言でもޔ同⸶ᢥの
↪଀でኻᩰ⋧ᒰ形ᑼが⃻れていた注  ෳᾖ 
FI  পiWuNo৸ MeiСonu hoِEa MuP՝u৸ Vuِ 「いとこは⧷語の本が⺒める。」 
 形ᑼฬ⹖的な↪法のᢥが１଀⏕⹺されたがޔQX ではなくQR で⃻れていることから共ㅢ
語⸶にᒁきずられたものと⠨えられる。  
FI  পuޞe৸ পuWWu৸QR NaPu ^ɪiޞeޞa৸ɪiޞiޞa৸`&「それはおとうとのかもしれない。」  
 同様の記述が内㑆  でもなされているS。  
 න数の１ੱ⒓代ฬ⹖についてޔで᜼ߍた↪଀  などからޔその語幹は Za とᗐቯさ
れる。またⶄ数についても内㑆  では Zanna の形が報告されている。よってㅪ૕ୃ㘼語と
なる Za৸ޔZaِna৸はޔ ᩰではなくޔこれらの語幹に૗らかのഥㄉがⲢ合して㐳音化した形ᑼ
ともᝒえられる。だがޔGa৸の形が報告されているන数の２ੱ⒓代ฬ⹖語幹に Ga の形とのࠁれ
がߺとめらえること上述の↪଀ ޔ など。内㑆  でも「あなたは」に⋧ᒰする形
ᑼに GaMaޔGaMa のਔ方が⃻れているޔまた⍹၂方言の場合とは異なりޔᔒᚭ᪖方言ではغa
の>غ@の⣕落がⷙೣ的なものとは言えないことなどからޔ本報告ではଢቱ的に Za৸ޔZaِna৸ޔ
Ga৸を ZaޔZaِnaޔGa のᄌわり語幹とᝒえޔそれぞれこの  ᩰの㗄でᛒう。 
 またޔED ᩰではなくഥㄉMD のᓟធした形ᑼも多く⃻れている。  
FI  GaMa পuِ পiMunu na৸Ma ɪiW߽uِn՝a「おまえはこの㝼のฬまえを⍮っているか。」  
 uWo৸ Ge৸ॼi NaСo৸ ^߾uWWa߾uW߽aِ`「ᄦは┻でかごをつくった。」NaJu㧗Ma 
 ˍiޞo৸ পuِ n՝iPu߾u੓o৸ Ma৸PaGi haWaPԌWi পiॼi Nuޞi「次㇢ޔこの⩄‛をኅまでかつ
いで行ってくれ。」n՝iPu߾u㧗Ma 
 n՝i はഥㄉMD にとりたてられるとੑޔ ㊀Უ音あるいはⲢ合して>n՝e৸@ޔ>ne৸@の形で⃻れる。  
  FI  পoNinaZaQ՝H৸ PԌWWaVaِ Nࣶaɪiغa পai「沖縄にはめずらしい⩻ሶがある。」 
 Mu৸Ze৸nu WuNԌQH৸ পaِPa৸PaGi ^uGuWফaِGo৸uGuWফi`「お␸いのときには߫あさࠎ
までおどった。」  
 注  に同ߓ。 
  ੱ⒓න数の↪଀も⃻れていた。ᔒᚭ᪖方言などと同ߓく注  ෳᾖޔGa৸を Ga のᄌわり
語幹とᝒえるなら߫ޔ以下は  ᩰの↪଀となる。  
FI  Ga৸ haWe৸Na߽i ^পiNԌপiNi`「おまえが⇌߳行け。」  
  ᩰで⃻れている↪଀もߺられた。 
FI  পiWuNo৸ e৸Сonu VuPuWu MuPi৸ ^oiِɪiِ`Go৸「いとこは⧷語の本が⺒める。」い
とこは⧷語の本⺒めるよ。 
 Gu は古ౖ日本語の「ぞ」にኻᔕするഥㄉ。  
 >MR৸ED@ޔ>RED@でもⷰኤされているがޔここでは>o৸Ea@に代表させる。  
 またᔒᚭ᪖方言と同ߓく注  ෳᾖޔMo৸Ea ᩰではなくഥㄉMD のᓟធした形ᑼもߺられた。 
FI  ˍiޞo৸ ɸuِ n՝iPuWu੓o৸ Ma৸PaGi haWaPi ੓e৸ ^পiॼe৸ NuޞiPu߽e৸ˍeِ Nuޞi`「次㇢ޔこの
⩄‛をኅまでかついで行ってくれ。」n՝iPu߾u㧗Ma 
 পuWWo৸ Ge৸Veِ NaСo৸ ^WফuNNa߽aِWফuNuWaِ`「ᄦは┻でかごをつくった。」NaJu
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㧗Ma 
 >H৸@ޔ>MHِ@などでもⷰኤされているがޔここでは>Hِ@に代表させる。  
 以下の↪଀ではޔ㑆ធኻ⽎の n՝i ᩰなどではなくޔおそらく⃻代共ㅢ語の「とこࠈ」に
⋧ᒰする形ᑼฬ⹖とのくߺあわせが⃻れている。 
FI  পaِPa৸Ma পa߽a Wo৸N՝o৸Na߽i MiِغaِNফaِQaޞL পo৸iMa পi^߽N`iِGo৸「かあさࠎはあ
した東京߳むすこに会いにいく。」かあさࠎはあした東京߳むすこのとこࠈに
会いにいくよ。㧖「データ集」 も同ߓ 
 以下の↪଀はޔ一⷗ޔ⒖േേ૞の目的をあらわすn՝i の↪଀のようにᕁわれるがޔその語
幹ฬ⹖が⃻代日本語共ㅢ語からの୫↪でありޔනなる類ផによるものと言ってよいだࠈう。 
FI  Na৸߽ano৸ PiɪiMaNa߽i NaiPonoQ՝L পiॼaِ「かあさࠎはᏒ場߳⾈い‛に行った。」 
 >ɪH৸@ޔ>KHِ@ޔ>KH৸@などでもⷰኤされているがޔここでは>VHِ@に代表させる。 
 なおޔVHِ ᩰ以外の形ᑼで㆏ౕ・手Ბのᗧ๧があらわされている↪଀がߺられたがޔ以下
の↪଀の೨者は⸶ᢥޔᓟ者は他の方言からの類ផによる一時的な૶↪だと⠨える。 
FI  পuِ পuZaСe৸ naِPa৸Wa পoNinaZa]eِ n՝iVeِeِ]eِ No৸Waِ「この上⌕はこのまえ
沖縄でੑජ౞で⾈った。」 
 পoNinaZaNa߽e৸ hun՝iॼi পi߽uNNaPu ɥiNo৸Niॼi পiॼaِ ho৸nu MuWaVaޞi 「沖縄には⦁
で行くより㘧行機で行ったほうがいい。」 
 >o৸Ea@もⷰኤされているがޔここでは>Mo৸Ea@に代表させる。 
 注  に同ߓ。 
 ⸶ᢥ 「うߜのߓいさࠎは㈬もた߫こものまない。」の↪଀ではޔ ੱ⒓න数あるいは「ኅ
の」にኻᔕする形ᑼのߺが⃻れޔ ੱ⒓ⶄ数形については⏕⹺できなかった「データ集」ޔ
 ෳᾖ。  
 注  に同ߓ。  
 Nan՝i の他ޔ以下のような形ᑼも⃻れた。⨹ᧁ方言などޔ๟ㄝ方言からのᓇ㗀か。  
FI  Gaغa haWe৸Na߽L iNi「おまえが⇌߳行け。」 
 পiِ haWe৸߽L ੓H৸ Zaغa পi߽ui「うࠎޔ⇌߳はおれがいく。」 
 
 
